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❖ 【必ずお読みください】ご注意 

⚫ 本ガイドは、CCKM / v2.2.219 をベースに作成されています。 

⚫ 本ガイドは、「CCKMを最低限セットアップし、使用開始するまで」説明しています 

⚫ 手順の詳細については、製品マニュアルを参照してください。 

 

⚫ 弊社製の KVM製品やマニュアルは、予告なく仕様変更が行われる場合があります。 

⚫ 弊社の技術サポートは、最新版のファームウェア/ソフトウェアの利用を前提として提

供されています。過去のバージョンで発生している不具合に対しては、設定方法や利

用方法の支援提案は行いますが、問題解決を保証するものではありません。ご理解い

ただきますようお願い申し上げます。 

 

⚫ 過去バージョンの CCKMを使用している場合に問題や障害が発生している場合は、ま

ず最新版へアップグレードしてから確認してください。 

⚫ 同様に、既存のデバイスを増設する際にも、デバイスがすべて最新バージョンにアッ

プグレードされていることを確認してください。 

 

⚫ CCKMと対応製品が共に最新バージョンでない組み合わせの場合、認識や検出できな

いなどの予期しない問題が発生することがあります。特に CCKMが古い場合、最新の

KE/KXシリーズを認識できない原因となります。そのため、構築や増設を行う前に、

CCKMと対応デバイスが最新バージョンに更新されていることを確認してください。 

 

⚫ KE/KXシリーズが最新ハードウェアの場合、仕様変更によって過去バージョンのファ

ームウェアに書き換えられないことがあります。 

 

⚫ 最新のハードウェアに旧バージョンのファームウェアを強制的にダウングレードする

と、動作しないリスクがあります。弊社では、同製品内の過去互換性についてはサポ

ート対象外ですので、ご承知おきいただきますようお願い申し上げます。 

 

⚫ 3 年以上前の製品は、仕様変更により最新のファームウェアが利用できないことがあ

ります。保証期間を満了した旧バージョンのハードウェアに対して、現行バージョン

と同等の利用を目指すファームウェア提供による技術サポートは提供できませんの

で、ご理解いただきたいと思います。 
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⚫ 保証期間が満了したハードウェアで互換性の問題などの不具合が発生した場合、使用

しているバージョンに近いバージョンへアップグレードして試してください（例：

v1.1.102 を使用している場合、v1.1.103 にアップグレードしてみてください）。その

後、アップグレードできるバージョンまで更新し、不具合が解消できるか試してくだ

さい。 

➢ 保証期間が満了したハードウェアで相性問題などの不具合が発生した場合、改善

が見られなかった場合は、製品リプレースでの解決による方法をご検討いただき

ますようお願い申し上げます。 

 

⚫ 製品のファームウェアは製造時に最新バージョンで製造されていますが、物流などの

理由でさらに新しいバージョンが公開されることがあります。ご利用する前には、最

新バージョンに統一してアップグレードしていただくようお願いいたします。 

 

⚫ 本製品は、すべての接続機器やネットワーク機器の動作を保証するものではありませ

ん。ご使用の際は、事前に十分な評価を行い、お客様ご自身の責任でご利用いただく

ようお願いいたします。また、最終システムが本機器の機能に満足するかどうかも、

事前に評価を行って確認していただくようお願いいたします。 

 

⚫ 各 OS や機器の IP アドレス設定、VPN を使用したリモート接続方法などは説明して

おりません。弊社製品に関しては製品マニュアルをご確認いただき、他社製品につい

ては各ベンダーにお問い合わせいただくようお願いいたします。 
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❖ 改定履歴 

 

⚫ 2021 年 03月 10 日 : 初版公開 

⚫ 2022 年 02月 15 日 : CCKM v2.2.217 公開に合わせ内容改定 

⚫ 2022 年 09月 30 日  : OpenJDK のアップデート機能について加筆 

⚫ 2023年 05月 11 日 : 当ガイドのデザインフォーマット変更。 

CCKM v2.2.219 公開に合わせ内容改定 

KX シリーズについての加筆 

トラブルシューティングガイド加筆 
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❖ 事前検証 

⚫ 対応ハードウェア製品に実装されている各インターフェイスに関しては規格に準拠し

た製品づくりをしていますが、そのインターフェイスを持つすべてのデバイスの動作

を保証するものではありません。 

 

⚫ 同様にソフトウェアもマニュアルに記載されている各OSやミドルウェアに対応する

よう設計されていますが、すべての環境での動作を保証するものではありません。ご

使用の際は、事前に十分な評価を行い、お客様の責任でご利用いただくようお願いい

たします。 

 

⚫ 各 KVM 製品のマニュアルには、対応OSでの基本的な動作が確認されていますが、

すべてのビルド、バージョン、ドライバーやユーティリティの動作モード、設定の組

み合わせで完全な動作は保証をするものではありません。また、お客様が使用される

ソフトウェアとの互換性や完全な動作も保証するものではありません。事前に十分な

確認評価をお願いいたします。 

 

⚫ 最終システムが本機器の機能に満足するかどうかは、事前の評価を通じてご確認いた

だくようお願いいたします。 

 

⚫ 実機検証前の段階で、弊社営業による構成相談が可能です。詳細については、弊社お

問い合わせフォームをご利用いただき、お気軽に弊社営業までお問い合わせくださ

い。 

https://atenjapan.satori.site/contactus 

 

⚫ 営業にご相談いただく際に、具体的な構成図などを提供していただけると、迅速な構

成提案が可能となります。 

 

お急ぎの場合は、弊社営業窓口 03-5615-5810 までご連絡ください。 

受付時間：午前 9時～午後 6時(土・日・祝日・お盆・正月期間を除く) 

 

  

https://atenjapan.satori.site/contactus
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❖ 障害発生時・故障に備えて 

⚫ USB ライセンスキーの故障については、メーカー保証期間（3年）内であれば、セン

ドバック修理サービスをご利用いただけます。 

⚫ 修理の受付には、製品のシリアル番号が必要です。シリアル番号は、本体底面のシー

ルに記載されたバーコード下の英数字「XXXX-000-YYYY」の箇所です。 

 

⚫ 修理に関するお問い合わせ時に、シリアル番号を提供していただくことで、保証期間

内かどうかや有償オプションの加入状況を確認いたします。 

⚫ 本体に養生用シールが貼られていてシリアル番号が見えない、シールが剥がされてい

る、または汚損などでシリアル番号が提示できない場合は、有償修理対応となりま

す。 

⚫ 保証期間内の修理について、弊社修理センターまでの送料はお客様にてご負担くださ

い。返却時は弊社元払いをいたします。(相互元払いとなります) 

 

⚫ 障害の切り分けや早期対応（代替機の先行送付を希望する場合）が必要なお客様に対

して、弊社では製品購入時に限り、「先出保守センドバックサービス」という有償オ

プションプランを提供しています。 

 有償オプションプランを契約していないお客様には、申し訳ありませんが、

貸し出しは提供できません。そのため、お客様にて予備機や代替機を用意し

ていただくようお願いします。 

 購入期間が過ぎた後の「先出保守センドバックサービス」のスポット契約

や、期間満了後の再契約はできませんので、ご注意ください。 

 

⚫ 併せて、最大 5 年までの保証期間の延長プランもございます 

⚫ 詳細は下記ページをご参照ください 

➢ https://www.aten.com/jp/ja/supportcenter/product-warranty/ 

https://www.aten.com/jp/ja/supportcenter/product-warranty/
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⚫ ご加入内容によって保守サービスの価格が変わるため、詳細については弊社営業まで

お問い合わせください 

 

⚫ ご契約いただいた製品の保守については、発生時に弊社技術サポート（03-5615-

5811）または弊社技術サポートサイト「eSupport」にご依頼ください。 

⚫ 技術サポートにて故障と判断できた後、先出保守センドバックサービス対象機器と確

認された場合には、代替機を先に指定頂いたお送り先へ発送いたします。お客様にて

代替機と交換し、故障した部品(機器）は弊社にお送りください。 

 

⚫ 誠に恐れ入りますが弊社では、弊社によるオンサイトの保守交換サービスは提供して

いないため、ご容赦頂きますようお願い申し上げます 

  

https://eservice.aten.com/eServiceCx/Common/FAQ/list.do?lang=ja_JP
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❖ セットアップ時にご用意頂くもの 

⚫ KE または KX デバイス本体 

⚫ フルマネージド L2スイッチ 

➢ KE シリーズでは 1ギガビットイーサネット 

➢ KX シリーズでは 10ギガビットイーサネット 

 が必須となります。 

⚫ CCKMインストール用サーバー 

➢ (オプション)リモートアクセス用 PC 

 台数などが変動する必要なもの 

⚫ LAN ケーブル 

➢ KX シリーズは 10 ギガビットイーサネットのため Cat6A ケーブルの利用が前提

となります。Cat5e/Cat6 ケーブルを使用した際に発生する不具合はサポート外と

なります。 

⚫ 電源タップ 

⚫ KE デバイス接続用モニター、マウス、キーボード 

⚫ アース線 
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❖ 当マニュアル内での表現について 

 KEシリーズ 

以下の製品はまとめて「KE シリーズ」、「KEデバイス」または KX シリーズとまとめて

「KE/KX シリーズ」と表現します 

➢ KE6900AT / KE6900AR (DVI-I / KE6900 の後継機種) 

➢ KE6900AiT (DVI-I / KE6900A + PCからのリモートアクセス対応機能版) 

➢ KE6900ST ( DVI-D KE6900 の機能限定版) 

➢ KE6900T / KE6900R (DVI-I / 初代モデル) 

➢ KE6910T / KE6910R (デュアルリンク DVI-D) 

➢ KE6912T / KE6912R (デュアルリンク DVI-D + PoE 対応) 

➢ KE6920T / KE6920R (デュアルリンク DVI-D + SFP ポート 2 つ) 

➢ KE6922T / KE6922R (デュアルリンク DVI-D + SFP ポート 2 つ + PoE 対応) 

➢ KE6940AT / KE6940AR (DVI-I / KE6940 の後継機種) 

➢ KE6940T / KE6940R (DVI-I / 2 画面対応 初代モデル) 

➢ KE6940AiT (DVI-I / KE6940A + PCからのリモートアクセス対応機能版) 

➢ KE8900ST / KE8900SR  (1080p60Hz HDMI / KE8950 の機能限定版) 

➢ KE8950T / KE8950R (4K30p HDMI + SFP ポート 1 つ) 

➢ KE8952T / KE8952R (4K30p HDMI + SFP ポート 1 つ + PoE 対応) 

➢ KE9950T / KE9950R (4K30p DisplayPort + SFP ポート 1 つ) 

➢ KE9952T / KE9952R (4K30p DisplayPort + SFP ポート 1 つ + PoE 対応) 

⚫ KE シリーズにつなぐモニター（VGA、DVI、HDMI、DisplayPort）、キーボード、マ

ウス（弊社製ドロワーも含む）は、「コンソールデバイス」と呼びます。 
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⚫ KE シリーズにつなぐ PC、サーバー、ワークステーションは、「ターゲット」または

「ターゲット PC」と表現します。 

 KXシリーズ 

⚫ 以下の製品はまとめて「KX シリーズ」、「KX デバイス」または KE シリーズを含め

「KE/KX シリーズ」と表現します 

➢ KX9970R / KX9970T (DP /5K 解像度対応モデル / 10GbpsLAN /SFP+2つ”) 

➢ KX9970FR / KX9970FT (DP /5K 解像度対応 / SFP+のみ / 受注生産品) 

 

⚫ KX シリーズは CCKM の v2.2.218 から対応開始いたしました 

➢ V2.2.217 以前の CCKMのネットワークセグメントに KX シリーズを配備しても

デバイスを認識できません 

※ 重要!! 

⚫ KE シリーズと KX シリーズを組み合わせて接続したり、表示・操作できません。

CCKMというデバイス管理ソフトを使う点は同じですが、各シリーズのハードウェア

設計は違うため互換性がないためです。 

 

⚫ KE/KXシリーズは、非常にネットワーク負荷が高い製品のため、既存のネットワーク

に混ぜて使用すると、ネットワーク障害の原因となります。物理的に隔絶した環境を

ご用意下さい 

 

⚫ KX シリーズは 10 ギガビットイーサネットでの使用を前提に設計されています。 

1 ギガビットイーサネットでの動作はサポート外となります。 
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❖ CCKM とは何か 

⚫ CCKMは、KE / KX シリーズの機器をつなぎ、監視やユーザーごとのアクセス制限な

どを行う専用の管理ソフトウェアです。 

➢ KE / KX シリーズは、送受信機のセットで 1 つのイーサネット対応の KVM エク

ステンダーとして使えますが、CCKM を使うことでマトリックス KVM スイッチ

が作れます。 

 

⚫ CN8000A、CN9xxx シリーズ、KN シリーズなどの弊社製 KVM Over IP 製品と併用

できません。 

➢ KE / KX シリーズは、サーバールームの PC を建物内のオフィスから、まるでモ

ニター、キーボード、マウスが直接つながっているかのような感覚で使えるよう

に設計しています。これは、KVM Over IP よりもはるかに多くの映像データを送

ることで実現しています。 

➢ KVM Over-IP製品は、転送速度が限られた一般回線を使ってリモートアクセス

をするための製品として開発されています。用途に合わせてご利用ください 

 

⚫ KE / KX シリーズに対してリモートからアクセスが必要な場合、KE シリーズのOver 

IP 搭載モデル「KE6900AiT」または「KE6940AiT」をご検討いただくことがおすす

めです。 

➢ こちらの機能を搭載されているのは 2023 年現在、KE シリーズのみとなります。 

 

⚫ CCKMは 24時間 365 日稼働する環境を前提に設計されたソフトウェアです。 

➢ 24時間以内にシャットダウン/再起動するシステムでもご利用いただけます 

➢ 一方 CCKMは、いかなるハードウェアや環境でも 24時間以上の動作を保証する

製品ではございません 

➢ 当ガイドに記載した対応ハードウェアと OS をご用意の上、システムを構築して

ください。対応していないハードウェアやOS を使用した時に発生した障害に対

してはサポート外となります 

➢ 構築する環境に対してスペックが不足するサーバーを用意している場合は、定期

的なOS再起動を必須とすることがございます。長期間の利用で予期しない不具

合が発生する場合は、OS再起動をすることで回復できるかお試しください。 
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⚫ 特定のユーザーアカウントごとにデバイスのアクセス制限を設定できます 

 

⚫ KVM デバイスを一括してファームウェアアップグレードできます。 

➢ KE デバイスは CCKMを経由せずに型番毎の専用アップグレードアプリがござい

ます。緊急時で CCKM を使用せずに特定のものだけをアップグレードさせたい

場合はこちらをお使いください 

 

⚫ CCKMと弊社製 KVM統合システムソフトウェア「CC2000」や、KVM操作ロギン

グソフト「CCVSR」を 1台のサーバーに集約してインストールしてご利用いただけま

せん。ソフトごとにサーバーを用意ください。 

 

⚫ 弊社製 KVM OverIP製品との違いは、 

➢ KE シリーズであれば、1ギガビットイーサネット 

➢ KX シリーズであれば、10 ギガビットイーサネット 

のクローズドネットワークを用意する必要があります。 

 

KE/KXシリーズはどちらもたくさんの映像データを特定のポートだけに送るため、ス

イッチングハブを利用するとシステム障害の原因となります。 

ネットワーク機器は必ず「IGMP snooping V2 と IGMP snooping クエリア V2 搭載の

L2 スイッチ」または「L3 スイッチ」をご用意ください。そして、CCKMを正しく使

うためには、IPv4 マルチキャスト設定がされた環境を整えることが不可欠です。 

 CCKMの名称について 

CCKMは製品型番となり、次のような表現のゆらぎはありますが、すべて同じソフトウ

ェアを指します。 

➢ CCKM 

➢ KE Manager 

➢ KE Matrix Manager 

➢ KVM over IP Matrix Manage 

➢ (KE Matrix Manager Lite)  
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Lite とは機能が制限された無償版のことを指します。プログラム自体は同じで、機

能が制限されています。この表記は製品リリースされた初期バージョンにて使用され

ています。 

 有償版と無償版の違い 

プログラムは同じですが、無償版は機能制限を掛けています。 

USB ドングルキーまたはソフトウェアライセンスにて制限解除してご有償版が利用いた

だけます。別の有償版のプログラムを再インストールする必要はございません 

 

無償版では以下の制限が発生します。 

⚫ 8 台以上の KEデバイスを登録できない 

⚫ CCKMの冗長構成が構築できない 

 

CCKMのサービスが起動すると、自動的にライセンスが再認証されます。そのため、

USB キーを使っている場合は、使っている間に接続し続けてください。ソフトウェアライ

センスキーの場合は、一度ライセンスファイルを登録すると、そのキーで認証が続くよう

になります。 

 

USB キーを 1つ接続すると、デバイスマネージャーで「ヒューマン インターフェイス 

デバイス > HID準拠ベンダーデバイス（ベンダーID：0557、プロダクト ID：2303）」の

2 台、論理デバイスが認識されます。 
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もし認証できなかった場合、無償版として起動されます。OS再起動、サービス再起

動、または手動でライセンス認証操作を行うまで、無料版の機能で動作します。 

 

8 台以上の KEデバイスが接続された状態で誤って無償版として起動してしまった場合

は、ランダムで KEデバイスがオフラインとして判定され、8台までが起動する状態とな

ります。 

重要!! 

Linux 環境でUSB ライセンスキーが認識できない、冗長サーバー間の接続が断続的外れ

るケースとして次の原因報告を頂いています。 

 

⚫ Linux 環境では動作が確認されていない Java Runtime Environment を common user

権限でインストールしていた 

➢ RHEL や CentOS の環境下にて sudo コマンドを追加して実行した場合、使用す

るハードウェアによってNIC の使用権限に制限が発生することを確認していま

す 

➢ 同様にUSB キーも不定期にキー認証が解除されてしまうなどの不具合報告を頂

いております。 

 

対策として、su で root 権限にアカウントに切り替えてから Java runtime environment を

インストールしていただくと解決できることを確認しています。 

2023 年 4 月現在、安定した動作確認をしているのは Oracle Java 8 update202 runtime 

environment または、Zulu OpenJDK 8 update275b01 runtime environment です。 

 

  



p. 20 

 

 

 CCKMの仕組み 

➢ CCKMは Java Virtual Machine（JVM）を利用して動作するサービスです 

 CCKMをインストールする前に、Java version8 Runtime Editionまたは Zulu 

OpenJDK 8（JRE）をインストールすることが必要です。 

 現在、CCKM はOracle Java バージョン 8 update202 または Zulu OpenJDK 

8（JRE）update 275b01 で動作することを確認しています。 

 

➢ 2023 年 4 月時点で、CCKM v2.2.219 は TLSv1 および TLSv1.1 を使用していま

す。 

 

➢ 2021 年 4 月以降リリースされた Zulu OpenJDK 8 では、TLSv1 および TLSv1.1

が使えない設定になっているため、そのままでは利用できません。 

 動作が確認されているバージョンは Zulu OpenJDK 8 update275 です。 

 OpenJDK の最新バージョンを使う場合、JAVA_HOME にある java.security

ファイル内の「jdk.tls.disabledAlgorithms」から、TLSv1 と TLSv1.1 の項目

を削除することでデバイス通信が可能になります。 

⚫ 当項目については、Linux のシステム管理が分かる方のみが自己責任に

おいて実施してください。2023 年 3月時点では、Zulu OpenJDK 8

（JRE）update 275b01 で利用することを強く推奨します。 

 

⚫ CCKM インストール後、OS を再起動することでサービスが自動的に開始されます。 

➢ ファイヤウォールの設定を解除する必要があります。 

➢ 使用するポート番号についてはマニュアルを参照してください。 

 

⚫ リモート PCのブラウザから、CCKM がインストールされたサーバーの 8443 番ポー

トにアクセスすることで、管理画面にログインできます。 
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 過去バージョンについて 

⚫ 2023年 4 月時点で、最新バージョンは v2.2.219 です 

⚫ このバージョンを含めた近しいバージョン示す時に「CCKM R3」などと指します 

⚫ 同じミドルウェアを使用しているリビジョンは次の通りとなっています。 

 R1 : v1.3.122 ~v1.4.138 // 1 世代目 

 R2 : v1.5.145 ~ v2.0.193 // 2 世代目 

 R3 : v2.1.202 ~ v2.2.219 // 3 世代目(現行) 

 

⚫ 各世代で内部データベース構造が完全に異なります。このガイドでは、特定の話題が

出ない限りは過去バージョンとなる R1、R2 については言及しませんことをご理解い

ただきますようお願い申し上げます。 
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❖ 想定しているネットワーク構成 

 

標準的な構成として、1フロア内でフルマネージド L2スイッチを 1 台使用した、スタ

ー型接続を想定しています 

 

 

 

KE シリーズはスイッチングハブと組み合わせた利用をサポート外となるため、使用し

た場合にて発生する不具合はサポートで対応できかねる事をご注意ください 

また、フルマネージド L2スイッチは殆どの製品は工場出荷設定で利用できず、ネット

ワーク構築と設定に関する知識が求められる製品です。 

設定不要の機器を KEデバイスと組み合わせて利用したい場合、フルマネージド L2ス

イッチ「ES0152P (PoE対応モデル)」を弊社では販売しておりますのでこちらの利用をご

検討ください。 

 

ネットワーク機器の設定については、「KE シリーズ / ネットワーク設計構築ガイド」

または、近日公開予定の「KE + KXシリーズ / ネットワーク設計構築ガイド」をご参照

ください。 

 

ネットワーク設計、構築方法に知見のない場合は、ネットワークインテグレーター様へ

ご相談・ご依頼ください。 
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❖ 長距離ネットワークの構成 

都市をまたぐような構成で、インターネット回線を使用してシステムを構築する場合

は、最低でも 1 セットでも通信するときには 1Gbps 以上の帯域保証型の専用ネットワーク

回線を使用して、KEデバイスをご利用ください。KX シリーズだと 10Gbps 以上のネット

ワークが必須です。 

 

KE / KX シリーズは専用 LAN内での使用を想定されたデバイスで、一般回線のルーテ

ィングによって発生する「ゆらぎ」による遅延やセッション断を考慮していないためとな

ります。 

 

各機器が都市毎(複数個所のデータセンター)に分かれているようなトポロジーを構築す

る場合は、ネットワークインテグレーター様や通信会社様にご相談の上構築をしてくださ

い。 

 

2022 年 1 月以降から、PC からのリモートアクセスに対応する KVM over-IP 機能を搭

載した KE6900AiT / KE6940AiT が販売されています。 

  追従性を引き換えに遠隔地からも、KVM マトリックスシステムにリモート端末から

アクセスできる追加機能を搭載しているため、こちらもご検討ください 

 

KE6900AiT / KE6940AiT はリモートアクセス専用の LANポートが追加で搭載されてい

る製品です。KE のエクステンダー機能とは別にリモートアクセス専用 LANポートに PC

端末からのアクセスができる製品です。このポートを使用することで帯域が限られている

一般回線経由からのリモートアクセスに対応できます。 
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❖ 非推奨のネットワーク構成 

 ルーター越えの構成 

エクステンダーモードで使う場合、デフォルトゲートウェイや DNSサーバーの登録自

体はできます。しかしルーター超えをしようとした場合、ルーターの処理能力に大きく依

存します。 

 

能力が不足すると映像データは UDP パケットで送られるため、NAT 変換が追いつかな

いとデータドロップによる映像コマ落ちや不定期の黒画面表示の原因になります。更に能

力が不足すると快適な操作が難しく、不定期に切断される原因へと悪化します。 

 

KE シリーズの映像信号は 5msec までのマルチキャストによるストリーミングデータ配

信方法のため、それ以上の変換負荷による遅延やパケットドロップが発生すると映像のコ

マ落ちの原因となります。 

これらの理由から、ルーター越えの構成は推奨しません。 

 

マトリクスモードでは、CCKMルーターを超えたデバイスを登録できません。同じネッ

トワークセグメント内で使用してください。 

 VPN接続での利用 

KE6900AiT と KE6940AiT には、非専用ネットワーク回線からのリモートアクセスが

できる専用 LAN ポートがあります。このポートにリモートアクセス用のネットワーク

に組み込めば、外部からのリモートアクセスが可能です。 

 

それ以外のモデルは、専用の LANで動作させることを前提に設計開発されていま

す。VPN によるネットワークを構築した場合は映像データの帯域容量が非常に大きく、

快適な操作ができない、不定期に切断が切れるなどの障害の原因となります。 

そのため、一般回線をまたいだネットワーク構成での利用は推奨しません。 
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❖ 要求スペック 

CCKMを稼働させるためのシステムの要件は以下の通りです。 

 サーバー機 

ハードウェア 

⚫ サーバー、または 24 時間 365 日連続稼働に対応するサーバーOS が利用できる FA用

コンピューターでご利用ください 

➢ また省電力・自動省エネ機能が有効になっていると誤動作の原因になること

から完全に無効にできる製品をご利用ください 

 

⚫ OA用のデスクトップ PC やノート PC での利用は以下の理由で非推奨となります 

➢ 24時間 365 日連続稼働に対応する設計ではない 

➢ 予測不能なタイミングでアップデートのためにOS 再起動が実行されて、接続

できなくなる 

➢ 高速かつ大量のネットワーク処理が行えるサーバー用途クラスのネットワー

クインターフェイスがオンボードで搭載されていない 

• CCKMではネットワークの処理能力が端末の画面表示や操作の快適

さに直接関係します。ログインや切り替えが頻繁に行われる環境で

は、高負荷がかかり、サーバーのハングアップやパフォーマンス低

下、予期しない不具合が発生する可能性があります。 

最少スペック 

⚫ 最小 CPU : Intel Xeon D-2226G 以上 

⚫ 最小メモリ : 8GB 以上(CCKMの稼働にて必要となるメモリサイズです。OS用に別

途メモリを追加してご準備ください) 

⚫ 最小ストレージ : 4GB 以上 (CCKMのみインストールすると数百 MB 程度の使用と

なります。録画した動画データによって必要な容量が異なります) 

⚫ 最小ネットワークインターフェイス : 1000Base-T以上の能力を持っていること 
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ソフトウェア(OS) 

⚫ Windows Server: WindowsServer2012R2、2016、2019、2022  

➢ (メインストリームサポート期間内の製品であること) 

➢ OSはクライアントOS ではなく、サーバーOSをご利用ください。当ソフト

は録画サーバーとして 24時間 365 日連続を稼働するハードウェアを前提に設

計されているためです 

➢ クライアントOSでの実稼働を想定した設計開発はされていません。 

 

⚫ Linux : RHEL 7.0 または CentOS 7.0 以降であること 

⚫ Zulu OpenJDK 8 JDK と (各 CPU/OS 対応のバイナリをインストールします) 

➢ https://www.azul.com/downloads/ 

➢ https://www.azul.com/products/components/icedtea-web/ 

クライアント OS を敢えてサーバーとして使用した時に予想される不具合 

⚫ ネットワークに接続する台数や方法によって異なりますが、Windows10、

Windows11 などのクライアントOSに CCKM をインストールした場合、以下のよう

な不具合が発生する可能性があります 

➢ KVM デバイスが突然オフラインになる 

➢ ブラウザなどから CCKMの管理画面にアクセスできなくなる 

➢ 複数人が表示操作の切り替えを行うと、サーバーがハングアップする 

 

⚫ 理由としては以下の仕様から予測できない不具合の原因となりえます 

➢ 一時的にクライアントOS が対応するネットワーク接続台数を超過する 

➢ Windows10 などのライセンス条項では、同時接続数を超過した場合（条項違

反時）、復旧する保証がないため、ご注意ください。 

 

➢ Windows update が実行され、強制的に CCKMのサービスを停止される 

 Windows updateはユーザーによる手動設定で停止しても OS が強制的に起

動させるケースがあります。潜在的なネットワーク障害の要素となります 

➢ 処理能力を超える接続変更により、転送処理ができなくなる 

 

 

https://www.azul.com/downloads/
https://www.azul.com/products/components/icedtea-web/
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クライアント OS での利用とライセンス条項の解釈について 

クライアントOSとはサーバー用では無い、Windows 10 やmacOS などのOSを指しま

す。クライアントOSは、サーバーに必要な機能がわざと制限されているため、それを使

うと、予期しない問題が起こることがあります。 

 

  Microsoft 社ではWindows10 の「マイクロソフトソフトウェアライセンス条項  最終更

新日: 2016 年 12月」で「2. インストールおよび使用権。 > c.制限 (v)」では「サーバー

ソフトウェアとして使用すること」を許可していないと明示しています 

   https://www.microsoft.com/en-

us/Useterms/OEM/Windows/10/Useterms_OEM_Windows_10_Japanese.htm 

 

各 OS のバージョンごとの詳細は Microsoft 社のページをご確認下さい 

 

同ソフトウェアライセンス条項の「d. 複数使用のシナリオ > (iii) デバイスの接続」で

は、ネットワークに接続できる機器の台数が最大 20台とされています。ただし、許可さ

れる用途は「ファイルサービス、印刷サービス、インターネットインフォメーションサー

ビス、インターネット接続の共有およびテレフォニーサービスを利用すること」です。

ATEN International co. ltd.と ATEN ジャパン株式会社は、CCKMがこの条項に該当する

と解釈しています。 

 

弊社製品はライセンス内条項に抵触していないと解釈し、製品マニュアルにて CCKM

対応OSに記載をさせて頂いておりますが、Microsoft のライセンス内条項を超過しての利

用を認め、利用範囲を超えて ATEN International co. ltd., 並びに ATEN ジャパン株式会

社が保証をするものではないことをご理解いただきますようお願い申し上げます。 

 

同様に Microsoft 社にて条項が更新される場合、ATEN International co. ltd., 並びに

ATENジャパン株式会社はその内容を尊重します。 

 

  

https://www.microsoft.com/en-us/Useterms/OEM/Windows/10/Useterms_OEM_Windows_10_Japanese.htm
https://www.microsoft.com/en-us/Useterms/OEM/Windows/10/Useterms_OEM_Windows_10_Japanese.htm


p. 28 

 

 

 クライアント機(リモートアクセス用端末) 

CCKMサーバーにリモートアクセスし、設定画面を表示、操作するための端末スペック

要件は以下の通りです。 

最小ハードウェア 

⚫ CPU :   Intel Core i5 7600 以上 

⚫ メモリ :   最低 8GB 以上 

⚫ グラフィックス :  Intel HDgraphics 530 以上 

⚫ ストレージ :  20GB 以上の空き容量がある SSDや HDD 

⚫ モニター :   1920x1080 または 1920x1200 

⚫ LAN :   1000Base-T 以上の能力を持っていること 

⚫ OS :  下記ご確認ください 

ソフトウェア 

⚫ Windows :  WindowsServer8、8.1、10 

➢ (すべて 64bit 版 / メインストリームサポート期間内の製品であること) 

⚫ MacOS:  Big Sur, Monterey, and Ventura 

⚫ Linux :  Ubuntu LTS (メインストリームサポート期間内の製品であること) 

            CentOS7、RHEL7 

 

⚫ 対応ブラウザ 

➢ Microsoft Edge 

➢ Mozilla Firefox 

➢ Google chrome 

➢ Apple Safari (MacOS版のみ動作確認しています) 

• iPadOS 版/iOS版 Safariは非対応となります 
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❖ 仮想環境での動作 

⚫ 現在、仮想環境下で CCKM の動作確認しているのは VMware ESXiです 

➢ CCKMは、VMware ESXi 6.7 上でゲストOSとしてWindows Server 2012R2、

2016、2019、2022 Standard Edition を使用した環境でのインストールおよび動作

が確認されています。 

 

⚫ v2.2.217 以降、ソフトウェアライセンス方式に対応し、Microsoft Hyper-Vの仮想 OS

下での動作がサポートされました 

➢ Hyper-V 環境では USB デバイスが利用できないため、ソフトウェアライセンス

のみがサポート対象です 

➢ ソフトウェアライセンスは仮想 OS に限らず、物理サーバーにインストールされ

た CCKM でも利用可能です 

 ただし、ソフトウェアライセンスはハードウェア ID に紐づくため、別のハ

ードウェアに移行する際には、ライセンスをそのまま転用できないことに注

意してください 

➢ ソフトウェアライセンスキーが必要な場合は、購入前に弊社営業までお問い合わ

せください 

 

⚫ Docker やその他のコンテナ型仮想環境にインストールしての利用は、サポート外です 
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❖ 冗長構成 

⚫ CCKMにはサーバー冗長機能があります。この機能を使用するとメインサーバーがダ

ウンしても、スタンバイ中のサーバーが数分内にオンラインになって、障害発生時の

使用制限を最低限にできます 

 

⚫ 「プライマリサーバー(メイン)」と「セカンダリーサーバー(サブ)」を含むアクティ

ブ/スタンバイ構成で、セカンダリーサーバーはホットスタンバイ機です。 

➢ セカンダリーサーバーは、プライマリサーバーとの通信が断絶されたと判断する

と、スタンバイからオンラインモードに切り替えます。切り替え時間は構成によ

りますが、最短で約 1分半でオンラインになります。 

 

⚫ 冗長構成を利用するためには、各サーバーに 1つずつライセンスキーが必要です。 

➢ v2.2.217 以降、プライマリサーバーは 1 台、セカンダリーサーバーは最大 5 台ま

で構成が可能ですが、スタンバイ機はすべてホットスタンバイのみで、ロードバ

ランサーとして動作しません。 

 プライマリサーバーの設定で、セカンダリーサーバーの起動順序を指定でき

ます 

 例えば、プライマリーとセカンダリの 1 台目が同時にダウンした場合、残り

のセカンダリ同士で生存しているサーバーを確認し、次に指定されているサ

ーバー(ここでは 2 台目のセカンダリ)を稼働させます。 

 通常のオペレーション時、デバイス設定やサーバー設定を変更する場合は、

プライマリーにアクセス・設定し、ご利用ください。 

 

⚫ セカンダリは「スタンバイ」のため、常時データを同期してメインサーバーと同じ挙

動で動作する(ミラーサーバー)形式では無いことにご注意ください。そのため、

CCKMの各設定の変更や、デバイスを追加削除するには、プライマリサーバーにアク

セスしてください。 

 

⚫ CCKMの冗長構成を構築する際は、以下の条件を満たす 2台のサーバーを用意してく

ださい。 

➢ 同じOSビルド 

➢ 同じ Java バージョン 

➢ 同じ CCKMバージョン 

これらの条件を満たさない場合、予期しない不具合が発生した場合サポート外と
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なります。冗長構成を正しく機能させるために、上記の条件を満たすサーバーを

ご用意ください。 

 

⚫ 過去の導入実績に基づいて、セカンダリーサーバーは可能な限りプライマリサーバー

と同じネットワークスイッチに接続することをお勧めします。 

➢ 例えば、2 台のスイッチを SFP+で接続し、それぞれのスイッチにサーバーを接

続する構成では、SFP+の接続が切れた場合、両方のサーバーがオンライン状態

になってしまったため、デバイスを一度すべてログアウトさせる必要がありま

す。ログアウトするまでは、デバイスの切り替えができなくなる原因となること

があるため、同じネットワークスイッチに接続することを推奨します。 
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❖ 使用する Java のバージョン、種類 

⚫ CCKMは 2023 年 4月現在の時点で、「Oracle Java 8 Runtime environment」または

「Zulu OpenJDK」で動作を確認しています。すべて 64bit 版にて動作を確認してい

ます。 

➢ Oracle Javaは、version 8 runtime Environment update202(通称 : jre8u202)での

動作を確認しています。 

 Java version8 update 202以降は Oracle 社のサポートポリシーが変更され、

商業用途では有償となります。そのため、無償で利用できる最終バージョン

にて動作確認をしております 

 Java SE 11、15以降に対しては現時点では動作保証外となります 

➢ Azul System 製 Zulu OpenJDK 8 update 275b01 にて動作を確認しています。 

 

⚫ 以下のバージョンでは Java 内部の仕様が大幅に変更されていることから、CCVSR が

動作しないことを確認しています 

➢ Java9、Java10 
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❖ 使用するネットワークポート 

⚫ CCKMでは次のポートを使用します 

⚫ 同ポート番号の TCP、UDP ポート両方を許可するよう設定してください 

ソフトウェア/機器 用途 ポート番号 

CCKM 

 

http 8080 

https 8443 

KE デバイス管理通信 9110 

CLI 9111 

冗長接続 9120 

冗長データベース用通信 1527 

ブロードキャスト 

(デバイス検出等) 

9000 / 9001 

Radius 認証 1812 / 1645 

LDAP/AD 認証 389 

TACACS+認証 49 

SNMP Trap 162 

SNMP Agent 161 

SMTP 25 

Syslog 514 

KE デバイス CCKMとの通信 9110 

ブロードキャストの回答 9000 

telnet 23 

SSH 22 

VM モード使用時 9001 

vUSBモード使用時 9002 

シリアル機器使用時 9003 

USB キーボード/マウス 9009 

パネルアレイ使用時 9120 

CLI 9130 

映像データ 65024 - 65027 

オーディオ 65028 - 65029 

 

  



p. 34 

 

 

 各ポートの説明について 

http / https : 8080 番 / 8443 番ポート 

⚫ リモートのWindows 端末でブラウザを使用して CCKMのサーバー管理画面にログイ

ンする時に使用します。 

⚫ KE69x0AiT の LAN ポートを通じてリモート端末から KE69x0AiT 本体の管理画面に

アクセスする時に使用します。 

ブロードキャスト : 9000 番 / 9001 番ポート 

⚫ CCKMがネットワーク内の KEデバイスの検索する時に使用します。また、KEデバ

イスが CCKM に応答する時にも使用します 

⚫ KE69x0AiT の LAN ポートを通じてリモート端末からターゲット PC にアクセスする

時に画面データやキーボードマウスの入力データの転送に使用します。 

KE デバイス管理通信 / CCKM との通信 : 9110 番ポート 

⚫ KE デバイスがオンライン/オフラインかの死活監視や、本体設定などの通信にて使用

します 

冗長接続 : 9120 番ポート 

⚫ CCKMのプライマリサーバーとセカンダリーサーバーの死活監視などで使用します 

冗長データベース用通信 : 1527 番ポート 

⚫ CCKMで使用されているデータベース(ユーザーアカウント情報、各 KE デバイス設

定、ログ、プロファイルなど)をプライマリー/セカンダリ間で同期するために使用し

ます。 

Telnet / SSH : 23 番 / 22番ポート 

⚫ リモートのシリアルコンソールなどから外部制御(接続先切り替え / 本体設定変更な

ど)をする時に使用します。 

VM モード使用時 : 9001 番ポート 

⚫ KE デバイスのレシーバーにある汎用USB ポートにUSB メモリやストレージデバイ

スを接続し、ターゲット PC とデータ読み書きをする時に使用します。 

⚫ KE69x0AiT の LAN ポートを通じて CCVSRサーバーから動画録画をする場合にはこ

のポートを使用します。 
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vUSB モード使用時 : 9002 番ポート 

⚫ KE デバイスのレシーバーにある汎用USB ポートにタッチパネルやプリンターなどの

USB 機器を接続し、ターゲット PC とデータ読み書きをする時に使用します。 

シリアル機器使用時 : 9003 番ポート 

⚫ KE デバイスのレシーバーにシリアル通信の機器接続し、ターゲット PCの COMポ

ートを遠隔地で利用する時に使用します。 

USB キーボード/マウス : 9009 番ポート 

⚫ リモートとのUSB キーボードやマウスの操作パケットを送るのに使用します。排他/

占有/共有にてターゲット操作する時のUSB 信号を送付する時にこのポートを使用し

ます。 

パネルアレイ使用時 : 9120 番ポート 

⚫ レシーバーのメニュー画面にあるパネルアレイ機能(トランスミッターの静止画プレ

ビュー一覧画面)の画面データを伝送する時に使用します 

CLI :  9111 番 / 9130 番ポート 

⚫ 外部制御機器などから、telnet/SSH で送られた制御命令のメッセージを受け取った後

に CCKM や他の KE デバイスと内部で連携する時に使用します。 

映像データ : 65024 – 65027 番ポート 

⚫ トランスミッターから送信される映像データ(マルチキャストパケット)を伝送する時

に使用します。ポートは範囲内でランダムに使用されます。 

オーディオデータ: 65024 – 65027 番ポート 

⚫ トランスミッターから送信される音声データ(マルチキャストパケット)を伝送する時

に使用します。ポートは範囲内でランダムに使用されます。 

Radius 認証(オプション) : 1812 / 1645 番ポート 

⚫ (有効時に使用)ユーザーアカウントを Radius で認証する時に使用します 
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LDAP/AD 認証(オプション) : 389 番ポート 

⚫ (有効時に使用) ユーザーアカウントを LDAPまたは AD で認証する時に使用します 

TACACS+認証(オプション) : 49番ポート 

⚫ (有効時に使用) ユーザーアカウントを TACACS+で認証する時に使用します 

SNMP Trap(オプション) : 162 番ポート 

⚫ (有効時に使用) CCKM から SNMP Trap マネジャーに対して発報する時にこのポー

トを使用します。 

SNMP Agent(オプション) : 161 番ポート 

⚫ (有効時に使用) SNMP マネジャーが CCKM を監視する時にこのポートを使用しま

す。MIB ファイルは製品ページの「サポートとダウンロード」から入手いただけま

す。 

➢ https://www.aten.com/jp/ja/products/modelno/CCKM 

SMTP(オプション) : 25番ポート 

⚫ (有効時に使用)CCKM で指定したログを記録した時に、指定したメールアドレスへ発

報する時に使用します。別途メールサーバーが必要です。 

Syslog(オプション) : 514 番ポート 

⚫ (有効時に使用) CCKM で指定したログを記録した時に、syslogサーバーへ発報する時

に使用します 

 

※ 参考 

 

Windowsユーティリティソフト「IP installer」は KE デバイスを検出する時には、ラン

ダムのUDP ポートを使用しブロードキャストでパケットを送信します。同セグメント内

に存在する KEデバイスは PC からのパケットを検出したら PC の送信で使用したポート

へUDP パケットで応答します。 

 

IP installerを実行している PC でUDP パケットをファイヤウォール等ですべて遮断し

ていると KE デバイスの検出ができなくなる原因となります。 

  

https://www.aten.com/jp/ja/products/modelno/CCKM
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❖ マルチホーム構成(複数 NIC)での注意点 

⚫ 複数のネットワークアダプタ(NIC)を持つマルチホーム環境は、全ての状況での動作

を保証できない内容となるためご注意ください。 

 

⚫ CCKMの挙動について 

➢ CCKMは特定のNIC を固定して使用する設定はなく、サーバー構成やネット

ワーク環境に依存します。 

➢ OS起動時には、OSが自動的に CCKM の使用する NICを指定するため、マ

ルチホーム構成では OS再起動によって KEデバイスと通信できなくなる場合

があります。 

➢ 後述の方法でデバイス登録が完了すれば、通信できたと日本国内のユーザー

様から報告を頂いております。 

 

⚫ 再起動やネットワーク変更のリスク: 

➢ マルチホーム環境を利用した状態で OS 再起動やネットワーク構成変更時に

は、上記の理由でデバイスがオンラインにならなくなる不具合が起こる可能

性があります。 

➢ 事前に再起動テストをして十分評価し、復旧方法を確立した上でお客様の責

任でご利用ください。 

 

⚫ マルチホーム環境での問題回避方法 1: 仮想環境で CCKM 構築する 

➢ ゲスト OS 内に 1つの NIC が搭載された環境で、CCKMを構築することで、

1 つのNICだけを使用するという方法が可能となります。 

• VMware ESXi などUSB 接続に対応する仮想環境をご用意下さい。 

 

⚫ マルチホーム環境での問題回避方法 2: 手動設定で NICの起動順番を指定する 

➢ Windows で netsh やコントロールパネルでの設定、Linux は、nmcli (過去バ

ージョンであれば ifup/ifdown)を使用する方法となります。 

• CCKMと KVM と通信する NICだけを起動させ、問題なく動作する

か確認する 

• KVM の動作に問題がないことを確認したら、NICを起動させて他シ

ステムの動作を確認する 

• OS起動時のコマンドとシャットダウン時のコマンドにNIC 有効/無

効コマンドを指定し、起動する順番を指定する 
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⚫ ネットワーク専門家の必要性について: 

➢ マルチホーム環境で CCKM を構築する際は、ネットワーク設計・構築が可能

な方が行ってください。もしできない場合は、可能な方や業者様へ依頼して

ください 

➢ ATENジャパンではネットワーク設計・構築を承っておりませんのでご理解

いただきますようお願い申し上げます。 

サポート外となるネットワーク構成 

⚫ USB ネットワークアダプターまたは同等デバイスを CCKM 用のNIC として利用する 

➢ CCKMは BIOSレベルで認識されるオンボードNIC での動作を前提に開発され

ています 

➢ 使用した場合、OS の起動時にデバイス起動準備完了前にサービスが立ちあが

り、NIC が無いと判断し CCKMが自動的にシャットダウンする原因となりま

す。 

 この場合、NICが必ずある状態で CCKMのサービスを再起動することで復

旧できますが、USB 接続のデバイス起動タイミングの指定は OS が自動的に

指定し、ユーザーで制御出来ません。根本対策はオンボード NICで CCKM

に接続する、となります。 

 

⚫ CCKMサーバーと KEデバイス間の通信にWifi、5G/LTE などの一般回線を経由す

るシステム設計 

➢ 「長距離ネットワークの構成」にもありますが KE/KX デバイスは LANケーブ

ル直結の LAN で動作することを前提に設計しているため、5msec 以内に 1ギガ

ビットイーサネットのネットワークの遅延を収らない場合、映像のコマ落ちや通

信不安定の原因となります。 
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❖ サーバーセットアップの流れ 

 1. CCKMをインストールするサーバー機ですること 

次の手順で CCKM をインストールし、セットアップしていきます。 

冗長構成で構築する場合は、セカンダリから(複数セカンダリーサーバーなら、プライマ

リサーバーから最も遠い順番から)構築します。 

 手順(ステップ詳細) 

1. サーバー本体とサーバーOSを用意する 

2. Zulu OpenJDK8u275 をサーバーにインストール 

3. CCKMをインストール 

4. ファイヤウォールで CCKM が使用するネットワークポートを空ける 

5. CCKMのサービスを起動する(v2.2.216 以前の場合) 

6. 冗長環境を構築する(まずはセカンダリーサーバーから立ち上げる) 

7. 1-8 の手順ですべてのセカンダリーサーバーを立ち上げたらプライマリサ

ーバーを構築し、セカンダリーサーバーと冗長設定をする 

 

⚫ 冗長構成が完了したら、プライマリサーバーでのみ設定します 

1. KE デバイスを登録する 

2. 冗長構成設定をする 

3. プライマリサーバーに CCKMをインストールする 

4. 冗長構成設定をする 

5. KE6900AT などの KE/KX デバイスを CCKM に登録する 

6. 個別設定をする 

 2. サーバーセットアップ前に KE/KXデバイスでしておくこと 

次は必須項目ではありませんが、保守やトラブルシューティング時には非常に役立つ準

内容です。詳細については割愛いたします。 

⚫ ネットワークスイッチにつなぐ前に各デバイスの IP アドレスを重複しないよう変

えておく 

⚫ 必要に応じて、KE/KX デバイスのmac アドレスをメモに控えて置く 

⚫ IP アドレスとmac アドレスの一覧表を準備しておくこと 
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❖ セットアップ想定シナリオ 

⚫ このマニュアルでは、次の図の構成を想定して紹介します 

⚫ 冗長サーバーを構築する場合はまず、セカンダリーサーバーとの同期をさせます 

 

⚫ 冗長構成が完了したらプライマリサーバーでデバイス登録や設定する、という流れに

なります。プライマリーで設定した内容は自動的にセカンダリーサーバーへ同期され

ますので、サーバーごとにアクセスし設定する必要はありません。 

接続構成図 
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❖ Zulu OpenJDK をインストールする 

注意 

CCKMをインストールするサーバーに Java が既にインストールされている場合はアン

インストールしてから新たに以下の Zulu OpenJDK をインストールしてください。

CentOS環境の場合は、「アンインストール」の項目を参照し、初期状態でインストールさ

れた Java を削除してからセットアップしてください。 

 Zulu OpenJDKをダウンロードする 

⚫ Azul のページへアクセスします(以下ホームページのデザインは 2023年 1月時点の

ものとなります) 

https://www.azul.com/downloads/ 

 

⚫ CCKMは Java version8 JRE に対応していますので、8u275b01 の「.msi」をクリック

します(Windows サーバーの場合) 

 

 

➢ Java11 以降の対応状況 

• 2023 年 1 月現在、Java11 以降への対応は検討中です。 

• Java11 以降を使用した場合の不具合は、サポート対象外となります。 

 

⚫ ダウンロードしたmsi ファイルを右クリックで「インストール」を選択します 

   

https://www.azul.com/downloads/
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⚫ 起動すると次のような画面が表示されるので、「Next」をクリックします 

  
⚫ インストール先を確認してから「Next」をクリックします 

  

⚫ 「Install」をクリックします 
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⚫ インストールするデータコピーが完了するまで、しばらく待ちます 

⚫ データコピーが完了すると自動的に次の表示になります「Finish」をクリックして終

了します 

  

⚫ プログラムインストールが完了したら、OS 再起動をして完了させます 

 OpenJDKがインストールできたかを確認する 

⚫ コマンドプロンプトを起動して「java -version」と入力し、Java が正しくインストー

ルできているか確認してください 

⚫ ファイル名に記載されているバージョンと同じ値が表示されているか確認してくださ

い 

 

注意 : 環境変数について 

⚫ Oracle Java8 の初期バージョン以前では環境変数を登録しないと、上記のようなコマ

ンドプロンプトでコマンドを入力しても実行できない、CCKM がインストールでき

ないという不具合が確認しています。 

 



p. 44 

 

 

⚫ OpenJDK Zulu のこのバージョンでは環境変数を登録しなくても利用できることを確

認しています。また、敢えて環境変数に path を登録しないでください。CCKM が誤

動作する原因になります。 

 CentOS環境での確認とインストール 

    確認方法: 

⚫ 「Java -version」と入力し、次のようにバージョン名が表示されていたら正しくイ

ンストールされています。もし、異なる数字であれば、既にインストールされてい

る Javaを削除してから、8u275b01 をインストールします 

 

    アンインストール: 

⚫ CentOSの場合: 「ソフトウェア」からアンインストールする 

➢ サーバー(GUI 使用)でインストールした場合でこの機能が搭載されていることを

確認しています。 

⚫ ソフトウェアでは、インターネット環境にて一度接続してからアンインストールを行

ってください。以下は CentOS7.7(1908)での例となります。 

削除する JDK 関連のソフトウェア 
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依存関係にあるソフトウェアのアンインストールの確認を求められますが、「続行」を

クリックしてアンインストールします。 

    Zulu OpenJDK8 のインストール : CentOS 版の場合 

 

アンインストール後は、Azul 公式ページで Java8 / CentOS / JRE/ x64 の rpm ファイル

をダウンロードします。 

https://www.azul.com/downloads/ 

 

 

 

⚫ ダウンロードした rpmファイルを chmod +x にて実行可能形式に属性を変更します 

⚫ インストールは suコマンドにて管理者アカウントに切り替えます 

⚫ 「yum install <ダウンロードしたパッケージ名>.rpm」でインストール実行します 

➢ Sudo でのインストールでは完全な権限が付与されないため、冗長構成でプライ

マリ・セカンダリ間の通信が不定期に外れる他、デバイスが認識されなくなる不

具合が報告されています。 

 

ダウンロードしたOpenJDK をインストールしてからは「java -version」とコマンドを送

信して javaのバージョン表示が返ってきたら準備が完了となります。 

  

https://www.azul.com/downloads/
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❖ CCKM をダウンロードする 

⚫ CCKMは他の ATEN 製品とは異なり、プログラムは一般公開しておりません 

⚫ サポートサイトにアカウントを作成し製品登録をすると、インストール用プログラム

をダウンロードできます。 

⚫ CCKMのインストール完了時にはOS再起動を必ず行ってください。予期しない挙

動の原因となります。 

 KVM製品を ATEN技術サポートサイト「サポートセンター」に登録する 

⚫ ATEN ジャパンの公式ページにアクセスします 

⚫ 右上にある「サポート情報」から「サポートセンター」を選択します 

⚫ メニュー表示ができない場合は

「https://eservice.aten.com/eServiceCx/supportIndex.do?lang=ja_JP」から直接サイ

トへアクセスできるかお試しください 

  ※画像は 2022 年 11月時点のスクリーンショットです 

 
⚫ KVM 製品を登録していなければ、「アカウントの新規作成」をクリックし、すでに登

録済ならば「ログインをクリックしてください」 

 

⚫ サポートセンターでアカウント作成と製品登録を行うことで、便利なサービスを受け

られます。製品を登録することで、専用アプリやドキュメントがダウンロードできま

す。また、技術質問や保証期間照会、修理サービスもスムーズになります。 

https://www.aten.com/jp/ja/
https://eservice.aten.com/eServiceCx/supportIndex.do?lang=ja_JP
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 サポートセンターでアカウントを作成する 

⚫ 「アカウントの新規作成」をクリックしたら、「個人情報の取り扱いについて」にチ

ェックして必要事項を入力してください 

➢ チェック入れないと各項目が入力できません 

⚫ 送信を押して、本人確認のアクティベーションを実施したら完了です 

 

 サイトにログインし、KVM製品を登録する 

⚫ ログインしたら、右にある「Product Registration(製品登録)」をクリックします 

 

⚫ この画面では、今までに登録済みの ATEN 製品がリストに表示されます 

⚫ KE/KXデバイスを新規登録するため「挿入」をクリックします 
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⚫ 必要事項を入力します 

⚫ CCKM 対応製品のシリアル番号を登録することで、インストールプログラムが入手

できます。今回は KE6900A が CCKM に対応しているので、KE6900Aのシリアル番

号を入力します 

 各入力項目の説明 

⚫ 「添付」には、購入(納品)した日付と型番がわかる領収書の pdfファイルまたは画像

ファイルをご用意下さい 

⚫ 領収書には、購入した日付と型番が分かるようにしてください。 

⚫ 金額は、黒塗りなどで読めないようにしても大丈夫です。 

⚫ この領収書は、保証期間の根拠として利用されます。 

⚫ 最後に、「保存」を押すと登録が完了します。 

 

 

⚫ シリアルナンバーは、製品底面シールのバーコード下に記載されている英数字を確認

の上、登録してください。下図はサンプルとなります。 

 

⚫ 入力が完了したら、次は「マイダウンロード」をクリックします 

⚫ 対応機種を製品登録するとマイダウンロードに関連する製品のソフトウェアなどがリ

ストされます。 

⚫ 「トライアルソフトウェアのダウンロード」タブにある KVM OverIP Matrix 

Manager v.2.2.219 の右隣にあるアイコンをクリックしてダウンロードします 
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⚫ ダウンロードしたファイルは任意のフォルダーに保存してください 
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❖ CCKM をインストールする 

 以下、Windows版でのインストール手順となります。OpenJDK をインストールした次に 

「KeManagerSetup_CCKM-2.2.219-02.exe」を管理者権限で実行します。 

 

「Next」をクリックします 

 

 Licence Agreement を確認の上、「I accept...」を選択し、「Next」をクリックします 

 

インストール先を確認の上、「Next」をクリックします 
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「Next」をクリックします 

 

「Install」をクリックします 
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インストールが完了したら「Done」をクリックします 

 

 

CCKMのインストールが完了したら OS の再起動をしてください。 

OS再起動が完了したら CCKMのインストールは完了です 

 Linux環境でインストール/アンインストールする場合 

⚫ V2.2.219 の Linux インストール用の zipを/root ディレクトリに配置し、解凍します 

⚫ Chmod + X (ファイル名.bin)で実行可能形式に属性変更をします 

⚫ Su コマンドで root アカウントとしてログインします 

⚫ 属性変更した binファイルを実行しインストールします 

➢ インストールプログラムは GUI で、Windows 版とほぼ同じ外見です 

➢ インストール先は「/root/KE_Matrix_Manager」以下となります。 

 このインストールフォルダ以下にサービス停止用シェルスクリプトなどのフ

ァイルが格納されています。 
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 ファイヤウォールの設定をする 

⚫ CCVSR はブラウザを使って管理画面にアクセスします 

⚫ Windows server 2019 は初期設定でファイヤウォールは有効になっており、外部との

通信許可設定が必要になります 

⚫ テスト段階ではまず、Windows server または CentOSなどのOS 側のファイヤウォー

ルをすべて無効にした状態で利用できることを確認してください。通信ができること

を確認してから、必要なポート以外は無効にするなど設定されることを推奨します 

 

CentOS での場合 

➢ CentOSでは、「systemctl disable firewalld」にてファイヤーウォールサービス

を無効にできます。 

➢ ネットワークの設定が不明な場合はまず、ネットワーク管理者の方に相談を

行ってください。  
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❖ サービスをインストール/サービス開始する 

 サービスをインストールする(v2.2.217以降の場合) 

v2.2.217 以降では、これまでのようなスタートメニューから手動でサービスのインスト

ールは不要となりました 

インストールした後にOS 再起動をすると、Windowsサービスとしてインストールされ

ているので自動的に起動できるようになります。 

サービスの起動時間はサーバーのパフォーマンスによって変わります。起動しているか

はタスクマネージャーにて「KeManagerService」をご確認ください。 

 サービスをインストールする(v2.2.216以前のバージョン) 

以下は v2.2.216 以前のバージョンで CCKM を起動する順番となります 

スタートメニューから、「KE Matrix Manager > Install Service」を右クリックで開き、

「フォルダーを開く」を選択してください 

 

フォルダーが開かれたら、「Install Service」を管理者権限で起動させてください。 
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メッセージ末文にて「Service KeManageService installed」と表示されたら、Windowsサ

ービスとして正しくインストールされたことを意味します 
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 サービスを開始する(v2.2.216以前のバージョン) 

サービスがインストールされたら、「Start Service」を管理者権限で起動させてくださ

い。 

メッセージにて「Service KeManageService Started」と表示されたら、CCKM が起動で

きたことを意味します。 

 

「Service KeManageService NOT Started」と表示された場合、CCKMが起動できなかっ

たことを意味します。多くは以下の理由で起動に失敗すること事例となります 

 

⚫ CCKMをインストール後、OS を再起動せずに CCKM のサービスを起動しようと

した 

⚫ OS起動後に、各プログラムやハードウェアの起動準備が整っていないのにもかか

わらず、強制的に CCKMのサービスを起動しようとした 

⚫ 適切ではない、OpenJDKのバージョンやアップデートを使用した 

⚫ CCKMの動作の確認が取れていない Linux ディストリビューションで実行しよう

とした 
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また、サーバーを L2/L3スイッチへ LAN ケーブルなどで接続していない場合、CCKM

はネットワークが検出できないためにサービスを終了する機能が働きます。そのため、

CCKMを起動する前にはサーバーをネットワークスイッチなどに接続してオンラインの状

態で起動させてください 

(CentOS 環境での凡例) 

⚫ Linux 環境であれば同様に「# systemctl list-units --type=service」で検索して、active

になっているか確認します 

 

 

⚫ もしも、サービスがインストールされてない、サービスが止まった場合は

「/root/KE_Matrix_Manager/Service_Manager/」以下にあるバッチを使用してサービ

スを立ち上げてください 

 サービスの状態を確認する: Query_Service 

 サービスを停止する: Stop_Service 

 サービスを立ち上げる : Start_Service 

 サービスとしてインストールし直す: Install_Service 

 サービスから外す : Uninstall_Service 
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❖ ブラウザーから管理画面へログインする 

CCKMのサービスが起動したらリモート PC または、CCKMがインストールされたサ

ーバーのコンソールを使用してブラウザからアクセスします。 

CCKMがインストールされたサーバーの IPアドレスが「192.168.0.10」であれば、リ

モート PC のブラウザからは「https://192.168.0.10:8443」と 8443 番ポートでサーバーへ

アクセスしてください 

 

以下は Google Chrome でアクセスした時の例となります。 

初期状態ではセキュリティがかかっていないことに対して警告画面が出ますが、問題は

ありません。 

「詳細設定」をクリックします 

 

クリックすると「x.x.x.x にアクセスする(安全ではありません)」と CCKMがインストー

ルされた IP アドレスを表示されるので、これをクリックします 
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CCKMのログイン画面が表示されました。 

初期設定は以下の通りとなります 

 

⚫ ユーザーネーム :   administrator 

⚫ パスワード :   password 

 
 

初回ログイン時、カリフォルニア州法に基づいたセキュリティ仕様によってパスワード

変更が求められるため、「OK」をクリックして、任意のパスワードに変更してください 

 

 

変更後、再度ログイン画面に戻るので、変更したパスワードを使用してログインしま

す。 

  

https://leginfo.legislature.ca.gov/faces/billTextClient.xhtml?bill_id=201720180SB327
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ログイン後、KE デバイスが登録されない時に表示される画面です 

現時点ではデバイスは繋いでいないという状況のため、問題はありません 

「キャンセル」をクリックしてダッシュボード画面に進みます 

 

 ブラウザ設定(自動ログアウトを無効にする) 

同じ設定画面内のブラウザのログインに関する項目を設定します 

ダッシュボード画面の「 」をクリックします 
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「基本 > ログアウトタイムアウト」の「無効」にチェックを入れます 

 

リモート PCからブラウザで CCKMの管理画面にログインしても、自動的なログアウ

トを防げます。 

設定後、画面を下にスクロールして「SAVE」をクリックして保存してください。 

 USBキーを接続してライセンスを認証する 

前述の 「システム設定>一般」の画面が表示されたら別売のUSBライセンスキーを、

CCKMをインストールしたサーバーのUSB ポートに接続してください。 

リモートアクセスの PCに USB キーを接続してもライセンス認証はできません 

 

USB キーが認識されたら、「クリックしてアップグレードする」をリンクします 

 

USB キーのシールに記載されているシリアル番号が表示されて、認証が完了します。 

  USB キーが CCKMサーバーに接続されていれば、サーバー / リモートアクセスの PC

どちらからでもクリックして認証できます。 
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ライセンスキーについて 

⚫ USB キーの自動認証は CCKMのサービス起動時にのみ行います。 

⚫ CCKMをインストールしたサーバーのOS起動時、サーバーにUSB キーが接続さ

れていれば自動的に認証されるため手動での認証は不要です。 

➢ この時、Active Directory やセキュリティポリシーに関する設定があるサーバー

を使用していると、起動時にUSB キーを正しく認識されなかった報告がありま

す。実際の稼働時にコールドブートによるテスト並びに、障害発生時に再起動が

できるよう準備ください。 

⚫ サービス起動時に USB キーを接続していない場合は、CCKMサービス起動後、キ

ーをサーバーに接続して手動で認証させてください。 

 

⚫ USB キーはサーバーのハードウェア情報と依存しません。USB キーが破損などに

よって認識できなくなった場合でも、USB キーを新に購入しそのまま接続すればす

ぐに CCKMをご利用いただけます。 

 

⚫ ソフトウェアライセンスの場合は、データが破損しない限りは物理的な損傷を考慮

する必要はありません。一方、サーバー自体を交換するケースが発生したら、再度

新規でライセンスをご購入いただく必要がございます 

➢ このため、ソフトウェアライセンスを使用する場合は、仮想環境での構築で利用

検討されることを推奨します。 

 

⚫ ソフトウェアライセンスは発行形式上、CCKM をインストールしたハードウェア情

報が無いとライセンスは発行できません。 

 ソフトウェアライセンスキーで認証する 

ソフトウェアライセンスの発行準備をする 

【注意】 

⚫ ソフトウェアライセンスは、CCKMをインストールしたサーバーのハードウェア情

報をもとにライセンスキーを生成します。異なるハードウェア構成のサーバーにラ

イセンスが転用できないためご注意ください 

⚫ 別のハードウェアに移行し、既存のライセンスキーが利用できなくなった場合は、

新規でライセンスをご購入ください 
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⚫ ソフトウェアライセンスはUSB キーのライセンスとは異なる型番となります。間

違った型番でご注文されないよう注意ください 

ライセンス発行準備からアップロードまで 

設定画面から下図の「ハードウェア版」に記載されている以下の英数字(ハードウェア

ID)を控えてください。 

 

控えたハードウェア IDを弊社営業担当まで、ご連絡ください。 

タイプミスを回避する目的として、テキストデータだけではなく表示拡大した状態での

スクリーンショット画像を提供いただくことを検討ください 

 

発行されたソフトウェアライセンスを「クリックしてアップグレードする」をクリック

すると、次のポップアップが表示されるので「アップロード」をクリックしてファイル指

定ウインドウを開きます。 

 
 

ライセンスファイルをアップロードし、認証に成功すると「シリアルナンバーを入力し

てください」の項目に、購入したシリアルナンバーが表示されます。シリアルナンバーが

表示されると機能制限が解除され、認証したことを意味します。 
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ライセンス認証が出来ないとエラー画面が表示されたら、「ハードウェア版」のテキス

トと担当へ送付した時のテキストに相違がないかご確認ください。 
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❖ セカンダリーサーバーを構築する 

ここからは冗長構成を構築する手順を紹介します。 

CCKMのサーバー冗長化はUSBキーのライセンス認証に成功してから利用できる機能

です。 

重要 

構築する時には、ライセンス認証が完了したセカンダリーサーバーから始めてください。 

 【どうしてセカンダリーサーバーから構築するのか?】 

プライマリサーバーから構築すると、セットアップ中に必ず複数のプライマリサーバー

が存在する状況が発生し、予期しない不具合の原因となるためです。 

 

具体的には、 

⚫ KE デバイスがセカンダリーサーバーをプライマリーとして誤認識してしまう 

⚫ CCKMが KEデバイスを検出できない 

といった不具合の原因となります。 

 

もし、誤ってプライマリサーバーから冗長構成を構築しデバイスが検出できなくなって

しまった場合は、次の手順で復旧を試みてください。 

 

⚫ プライマリー、セカンダリ両方の CCKMをアンインストールして再度構築し直す 

➢ アンインストール時にデータベースを削除するか確認されますが、一緒に削除し

てください。 

⚫ KE デバイスを背面にあるリセットボタン長押しで初期化して再度ネットワークに

つなぐ 
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 設定手順 

ライセンス認証完了後、「冗長化」のタブに進みます。 

「冗長化を有効にする」へチェックを入れます。 

チェックを入れたのち、モードの「セカンダリ」を選択してください。 

 

セカンダリーサーバーで起動させるために、下図のようにプライマリサーバーの IPア

ドレスを入力します。 

 
入力したら、画面下にある「SAVE」をクリックします。動作モードを変更するため、

自動的にサービスが再起動をします。 
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再起動中は以下のようなカウントダウンメッセージが表示されます。約 1分お待ちくだ

さい。 

 

ここまでのガイドを読みながら同じように、残りのセカンダリーサーバー1 台ずつ繰り

返しセットアップします 

セカンダリーサーバーの準備ができたらプライマリサーバーを構築します。 

 プライマリサーバーを構築する 

冗長構成を構築する時、プライマリサーバーはセカンダリーサーバーの構築が完了して

から構築・設定してください 

 

セカンダリーサーバーと同じく、OpenJDK や CCKM をインストールして、ライセンス

認証まで進めます。次の手順で冗長設定を進めます。 

 

⚫ モードが「プライマリー」の位置になっていることを確認する 

⚫ プライマリサーバーの IPが正しく IP が一致していることを確認する 
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⚫ 「冗長化を有効にする」にチェックを入れる 

⚫ 「1st セカンダリーサーバーIP」から、セカンダリーサーバーの IP アドレスを指

定する 

⚫ この時、セカンダリーサーバーのセットアップが正しく完了していれば、プルダウ

ンメニューにて IPアドレスが表示されます。 

⚫ プルダウンメニューにて表示されない場合は、セカンダリ側にて正しく設定されて

いるか、ファイヤウォールを無効にしていないかご確認ください 

⚫ 入力指定が完了したら、画面内の下にある「保存」をクリックする 

  【v2.2.216 以前のバージョンの場合】 

セカンダリーサーバーの IP アドレス、ユーザー名(初期設定は administrator)、管理画

面で変更したパスワードを入力してください。入力したら画面下にある「SAVE」をクリ

ックします。保存した直後にプライマリモードとして起動します。 

 

 

 

起動が完了したら、セカンダリーサーバーも起動させて、プライマリサーバーと同じネ

ットワークセグメントにて稼働させてください。 

 

正しく冗長構成が動作できているか確認するには、プライマリサーバーにログインして

ください。ログイン後のダッシュボード画面にて「ログ」をクリックして、ログ画面に進

んでください 
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ログ画面で、「database is syncronized」というメッセージが記録されていれば、冗長構

成の起動準備ができていることを示します。 
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 ログメッセージでの同期に関するメッセージ 

ログ画面で記録される冗長設定に関するメッセージは次のようなものがあります。 

 

CCKM primary/secondary connected:  

プライマリーとセカンダリが相互にネットワーク上で存在を確認し、接続を開始 

Replication request 

設定変更やデバイス情報の履歴を記録するデータベースの差異を確認するため、コピー要

求開始 

Full database copy 

データベースのコピー完了した 

Database restore finished 

差異を比較し、データ履歴の補完完了した 

Database is synchronized 

プライマリーとセカンダリ間でデータベースを再共有完了した 
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この時、セカンダリーサーバーで起動準備ができたら以下のような項目が表示されます 

 

⚫ サーバーステータス :  スタンバイ 

⚫ 冗長 ID:    任意の英数字 

 

 

動作中のメッセージの組み合わせの詳細は、次頁の通りとなります。 
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❖ 冗長構成の稼働状態メッセージ 

 セカンダリーサーバー1台だけを設定した未完了の状態 

以下はセカンダリーサーバーを 1台だけ稼働し、プライマリーをしていない状態での表

示となります。 

特長として、接続したことを示す「冗長 ID」が空欄のままです 

プライマリーと冗長構成ができると、冗長 ID に自動的に生成される ID が表示されます 

 

 正しくプライマリーが動作しているケース 

冗長構成で正しく稼働している場合と各挙動のメッセージの組み合わせは以下の通りと

なります。 

正しく動作しているとき、サーバーステータスは 

 

⚫ プライマリー:   実行中 

⚫ セカンダリ:  スタンバイ 

 

という組み合わせになります。 
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プライマリサーバー側 

「データベースを同期します。」は英語で「Database is synchronized」となり、実質は

各サーバーのデータベース同期が成功/完了済であることを意味しています 

ログメッセージでもいつ同期が完了したかを確認できます。 
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セカンダリーサーバー側 

プライマリサーバーが稼働しているため、セカンダリ側ではサーバーステータスは

「スタンバイ」、冗長 IDにはプライマリサーバーと同じ任意の英数字が表示されます。 

この表示は、セカンダリーサーバーは稼働していないことを意味します。 
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プライマリーがダウンして、セカンダリが動作しているケース 

冗長構成で、セカンダリが稼働している場合は次の通りとなります。 

プライマリーがダウンした場合はセカンダリーサーバーにアクセスし、稼働状態を見て

判断してください 

ログメッセージ 

以下はセカンダリのログのメッセージ画面です 

「CCKM primary / secondary disconnected」と表示され、冗長構成間のネットワークが

通信断になっているメッセージが記録されます 

 

セカンダリーサーバー側 

プライマリーとのネットワーク接続が出来ない場合データベースステータスに「KEマ

ネジャーは切断されました」と表示されます 

セカンダリが稼働開始すると「アクティブなサーバー」と表示されます。この表記はプ

ライマリーが復旧し、セカンダリがスタンバイになるまで表示を続けます 

複数のセカンダリがある場合は、稼働するまではサーバーステータスは「スタンバイ」

のままとなります。 
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 プライマリーとセカンダリをカスケード接続で分断されたケース 

ここではネットワークスイッチをカスケード接続し、各スイッチに CCKMサーバーを

接続した環境でカスケード接続が切断された場合の挙動について説明します。 

 

以下の構成で、2つの ES0152Pを SFP+のファイバーケーブルが切断された場合、プラ

イマリーとセカンダリは両方とも平行して稼働し、同じスイッチ内の KEデバイスであれ

ば接続し、稼働できるようになります。 

 

 

 

この時、セカンダリは「アクティブなサーバー」と表記され、スイッチ内の接続であれ

ば動作できるようになります。 
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保守用 PC からプライマリーにアクセスした場合、冗長化の画面は次のようになります 

 

データベースステータスにて「KEマネジャーは切断されました」と表示され、サーバ

ーステータスは「実行中」と表示されます。 

ファイバーケーブルの切断から復旧すると、自動的に冗長構成は「正しくプライマリー

が動作しているケース」に戻ります。 

 

冗長構成はダウン後の状況にもよりますが、データベースの統合/同期のために数秒～数

分程度かかります。稼働期間が長くなるほどこの処理時間は長くなります。 

復旧後、プライマリーのダッシュボード画面にて、接続状態が復旧後の状態のみの情報

のみを提示し、ダウン中の開始したセッション情報は表示されません。 

 

ダッシュボード画面の接続数をリフレッシュしたい場合は、FAQ 記事「冗長構成の障害

発生時、ダッシュボードの「接続」が実際と異なる」を参考に更新してください 

  



p. 78 

 

 

 そもそも同期していないケース 

以下は参考例となりますが、「null」「init」という表示が出ている場合や、メッセージが

空欄の状態は、プライマリサーバーが接続できていない(同期が完了していない)という意

味です。 

 

セカンダリ、プライマリーのサーバーステータスが共に「実行中」の状態でデバイス登

録は行わないでください。 

必ず正常にプライマリーが稼働し、セカンダリがスタンバイになってから登録や設定し

てください。 

 

このケースが発生する主な原因として、次のような理由が挙げられます 

 

⚫ プライマリー、セカンダリーサーバーが共にライセンスキーを認証していない 

⚫ ネットワーク設定が適切に設定されていない 

⚫ マルチホーム構成で CCKM が利用しないNIC経由またはセグメントでサーバーを検

索している 

⚫ ファイヤウォールが通信を許可していない 
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プライマリサーバー側(参考) 

次の状態のままで、デバイスの登録は行わないでください。冗長設定は完了していませ

ん。 

※  スクリーンショットは v2.2.216 のものとなります。外観が変わっていますが、デー

タベースステータスが完了していない場合は、このようなメッセージが記載されます。 

 

セカンダリーサーバー側(参考) 

こちらも冗長設定は完了していない意味となります。デバイスの登録は行わないでくだ

さい。 

スクリーンショットは v2.2.216 のものとなります 
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対処方法 

このような表記になっている場合は、一度すべての CCKM のサービスを終了し、セカ

ンダリーサーバーから立ち上げて再起動させてください。 

 

複数の NICがあるサーバーの場合は、一度 CCKMが使用する NICだけを有効にした状

態でセカンダリからサービスを起動してください。プライマリサーバーを起動し、データ

ベースのステータスが正しい組み合わせになってから、停止していた NICを有効にしてく

ださい。 
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❖ KE デバイスのバージョンを確認する 

CCKMの v2.2.219 環境で各 KEまたは KX デバイスを使う場合は以下のバージョン以降

にアップグレードしておく必要があります。 

これらのバージョンに満たないものを使用されていると、特定の機能が利用できないな

ど不具合の原因となります 

 

KE デバイスのバージョン番号が下表に近しい、古い値であれば CCKMから一括でアッ

プグレードできます 

「KEデバイスの IPアドレスを変える」で IP アドレスを指定後「KE デバイスのファー

ムウェアを確認し、最新する」に沿ってアップグレードしてください 

 

 CCKM v2.2.129での必要な各機器のバージョン 

型番 v2.2.219での必須バージョン 

KE6900 / KE6940 V2.1.216 

KE6900A / KE6940A V1.6.159 

KE6900AiT / KE6940AiT V1.6.159 

KE6910 / KE6912 / KE6920 / KE6922 V2.0.191 

KE8950 / KE8952 V2.0.191 

KE9950 / KE9952 V2.0.191 

KE6900ST / KE8900ST / KE9900ST V1.4.133 

KE8900SR V1.4.132 

KX9970 v1.7.165 

 

※ 各製品の型番末尾にある T と Rは上記表から割愛しています。 
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❖ KE デバイスの IP リストを計画する 

ここから KE デバイスをネットワークに接続するための設定を紹介します。とある商業

施設に CCKM を設置するという想定のシナリオとして進めます。 

   

⚫ KE デバイスの IP アドレス初期設定 

➢ トランスミッター「192.168.0.61 / 255.255.255.0」 

➢ レシーバー「192.168.0.60 / 255.255.255.0」 

 

事前に IPアドレスを設定しないまま接続すると、ネットワークのアドレスの衝突が発

生し、障害が起こる原因となります。 

 

後の保全性を考慮し、以下のような「IP アドレス、実機の場所、mac アドレス」が紐づ

けられた表を準備してから、IP アドレスの変更されることを推奨します 

 

 デバイス管理表例 

T/R IP アドレス 実機の場所 mac アドレス 

KE6900AR 192.168.0.131/24 3 階メインデスク横 xx-xx-xx-00-00-01 

KE6900AR 192.168.0.132/24 3 階準備室 1 xx-xx-xx-00-00-02 

KE6900AR 192.168.0.133/24 3 階準備室 2 xx-xx-xx-00-00-03 

KE6900AT 192.168.0.51/24 サーバー室送出キャ

ラ PC 

xx-xx-xx-00-11-24 

 

デバイスが登録された後、CCKM の「システム設定>バックアップ/レストア>デバイス

リストをエクスポート」をすると、csv ファイルにて CCKM に登録されている KEデバイ

スの一覧表を取得できます。 

このリストを上記リストと合わせて保管されることを推奨します。 
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❖ KE デバイスの冗長構成について 

KE6900ATや KE8950T には、RJ-45のポートと SFP ポートが 1つずつあります。これ

はメインのネットワークダウン時。 

SFP ポートには別売りの 2 芯 LC コネクタ型 SFPモジュール「2A-136G(マルチモード

用)」または「2A-137G(シングルモード用)」を別途お買い求めください。 

 

⚫ https://www.aten.com/jp/ja/products/modelno/2A-136G 

⚫ https://www.aten.com/jp/ja/products/modelno/2A-137G 

 

  2023 年現在、上記モデルより更なる高可用性の SFP モジュールの販売を ATENジャパ

ンでは検討しております。詳細については弊社営業までお問い合わせください。 

 

KX シリーズ用には別売りの 2芯 LCコネクタ型対応 SFP+モジュールが同様にございま

す。「2A-141G (マルチモード用)」または「2A-142G(シングルモード用)」となります。 

 

⚫ https://www.aten.com/jp/ja/products/modelno/2A-141G 

⚫ https://www.aten.com/jp/ja/products/modelno/2A-142G 

 

高可用性の SFP+モジュールの販売は現在未定となります。 

 

 

 

KE デバイスでは SFPポートは、ネットワークダウン時に備えての冗長用途として搭載

はされていますが、以下の制限がございます。 

 

⚫ この 2 つのネットワークポートは個別の IPアドレスを割り当てて利用することは

できません。 

⚫ KE デバイス起動時、対向のネットワーク機器と先に接続できたネットワークポー

トがプライマリーとして動作します。 

➢ 指定した LANまたは SFP ポートを必ずプライマリーとして動作させたい場合

は、ネットワーク機器でポート自体を無効にするなどの対処が必要となります 

  

https://www.aten.com/jp/ja/products/modelno/2A-136G
https://www.aten.com/jp/ja/products/modelno/2A-137G
https://www.aten.com/jp/ja/products/modelno/2A-141G
https://www.aten.com/jp/ja/products/modelno/2A-142G
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❖ KE デバイスの IP アドレスを変える 

CCKMへ接続する前に KE デバイスの IPアドレスを変更します 

 

KE デバイスと設定する PC をストレート配線の LAN ケーブルと接続し、弊社製ツール

「IPinstaller」を使用して設定します 

IPinstallerは、製品ページの「サポートとダウンロード」から入手できます。 

 

実行すると以下のような画面が表示されます。 

 

 

「DeviceList」の項目で IP アドレスを変更したい KE デバイスを選択します 

選択後、赤枠の「IPv4 settings」で任意の IPアドレスの値を入力します 

注意 

「192.168.0.0」「192.168.0.255」のようなイーサネット規格として予約済み IP アドレス

は割り当てないようご注意ください。 

 

アドレスの数値を変更したら「Set IP」のボタンを押して設定反映し、本体を再起動さ

せます 
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もしも起動タイミングなどで、Device List に KEデバイスが表示されなかった場合は

「Enumerate」ボタンをクリックすると更新します。 

 KEデバイスをネットワークに接続する 

IP アドレスを変更した KE デバイスを CCKM が稼働しているネットワークに接続しま

す。 

この後、CCKMの管理画面からデバイスを検索して管理デバイスとして登録します。 
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❖ プライマリサーバーからデバイスを登録する 

プライマリサーバーにログインして、登録を開始します 

 正しく動作しなくなる原因となるため、セカンダリーサーバーの管理画面でデバイス

登録は行わないでください 

 デバイスを登録する 

ログイン後、ダッシュボード画面右上にある「+」のアイコンをクリックしてください 

 

「受信機か送信機」を選択し、「次」をクリックします 

 

 

 

 

IP アドレスが正しく登録できている場合は以下のようにデバイスが自動的に検出されま

す 
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自動検索でデバイスが見つからない場合 

もしデバイスがネットワーク上の一時的な通信ができない場合は、「ローカル検索」ま

たは「サブネット検索」で手動検索すると検出できることがあります 

 

⚫ ローカル検出の場合は、「192.168.0.60」のように見つからないデバイスの IP アドレ

スを入力し、右の更新アイコンクリックしてください 

⚫ サブネット検索は「255.255.255.0」のようにマスクアドレスを入力して右の更新アイ

コンクリックしてください。 

 

マトリクスモードでは、ルーターを超えた先にあるデバイスを登録することはできませ

んのでご注意ください。 

 

同じネットワークセグメントに使用するデバイスを配置することが必須です。 

KE デバイスは同じネットワークセグメントにてデバイスと CCKMが設置されている状

況を前提とした設計をしています 
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手動検索でデバイスが見つからない場合 

次の手順でデバイスが検出されるかお試しください 

 

⚫ ファイヤウォールが通信を許可しているか確認する。 

➢ ポート単位で許可設定をしている場合は、一度ファイヤウォールを無効にして通

信できるか確認する 

⚫ KE デバイスを再起動する 

⚫ 同じ IP アドレスの KEデバイスが同じネットワーク内に重複していないか、

IPinstallerで確認してみる 

⚫ あえて異なるサブネットマスクで検索し、間違えて設定したデバイスがないか調べる 

⚫ デフォルトゲートウェイを必須とするような環境の場合(wifi ルーターなどから

CCKMサーバーへリモートアクセスするなど)は、デフォルトゲートウェイのアドレ

スを各デバイスや CCKMのサーバーに設定しているかを確認する。 

⚫ CCKMのサービスを再起動させる 

 デバイス情報を登録 / 変更する 

KE デバイスに IP アドレスを設定項目となります。事前に IP アドレスを変更している

ため、「元の IP を使用」を選択します 
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デバイスを一括で変更する場合はここで設定へ変更ができます。登録後も任意のデバイ

スに対して個別に名前変更はできます 

 

⚫ デバイス名は半角英数字 31文字までとなります 

⚫ 日本語名でのデバイス登録は非対応となります 

⚫ 半角記号「`*+/@=[];:',"<>?\\|()&」はご利用いただけません。 

 

トランスミッターの設定を確認します。問題がなければ「次」をクリックしてください 
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最後にレシーバーの設定を確認します。問題がなければ「完了」をクリックしてくださ

い 

 

完了ボタンを押して登録ができたら、レシーバーからログインができるようになりま

す。この時点ではアカウントは「administrator」で、パスワードが「password」または変

更したパスワードでログインできます。必要に応じてアカウントを作成します。 

備考 

デバイスは常時追加・削除が可能です。 

しかし、後述のプロフィール機能などを利用した場合、再登録したデバイスに対しては

切り替え操作をしても反映できません。新しく登録した、再登録が完了してからプロファ

イルを作成し、ご利用ください。 
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❖ ユーザーアカウントを作成する 

 

ログイン後、ダッシュボードで「ユーザー」をクリックします 

ユーザーリストの右上にある「＋」アイコンをクリックしてください 

 

 

「新しいユーザーを追加」をクリックします 

 

 

ユーザーアカウントを作成します 
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ユーザーネーム、パスワードのほかに設定する項目として、以下の項目を設定すること

を推奨します 

 

⚫ ユーザーレベル 

⚫ OSD言語 : 日本語に変更 

⚫ ツールバーホットキー : 任意のキーに設定する 

⚫ ログアウトタイムアウト : 無効にチェックを入れる 

⚫ スクリーンブランカー : 無効にチェックを入れる 

⚫ OSDタイトルバーの長さ : 無効にチェックを入れる 

 

「OSD タイトルバーの長さ」は KE6910/KE6912 専用の機能でメニュー画面呼び出し

時、画面左上に接続情報を表示させる設定となります。 

他の機種では利用できないため、無効のままで設定してください。 
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❖ トランスミッターを設定する 

ログイン後、ダッシュボードで「トランスミッター」をクリックします 

登録済みの KEデバイスをダブルクリックしてください 

 

 

エクステンダーモード同様にトランスミッターの設定ができます 
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 EDIDモード 

EDID とは、液晶モニターなどの解像度情報のことを指します。 

EDID について知りたい場合は、弊社 FAQ 内「EDIDとは?」をご参照ください 

 

個別の EDID モードの動作については別冊の[エクステンダーモードでのセットアップ

ガイド]にて紹介していますので、必要に応じてご参照ください。 

 

「デフォルト」「自動」「リミックス」を選択しても表示できない場合は、EDIDモードを

「手動」に設定し、レシーバー側のメニュー画面内の操作にて解決できることがあります

ためお試しください。 

EDID モード 「手動」の利用手順 

EIZO 製のモニターなどでは、より高いパフォーマンスを発揮させるために PC など直

結前提の設計になっていることが確認されています。 

 

そのため手動モードを選択しない場合、画面表示できない、表示が乱れる、希望する解

像度が選択できないなどケースがあります。以下の方法で、トランスミッターに接続して

いる PCに EDID を取得させて、表示できるかお試しください。 

 

1. まずトランスミッターのプロパティで EDID モードを「手動」に設定します。 

2. 変更保存後に、EIZO 製モニターが接続されているレシーバーでメニュー画面を呼び

出します。 

3. 任意の接続先で CCKM にて設定したトランスミッターの「排他」「占有」「共有」の

いずれをクリックしてアクセスする 

4. 再度メニュー画面の接続先の一覧を表示して、画面下にある「EDID」をクリックす

る 

 

この手順でレシーバーに接続されているモニターの EDID をコピーし、接続先のトラン

スミッターに伝送します。 

  

https://eservice.aten.com/eServiceCx/Common/FAQ/view.do?id=18448
https://eservice.aten.com/eServiceCx/Common/FAQ/view.do?id=17174
https://eservice.aten.com/eServiceCx/Common/FAQ/view.do?id=17174
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PC 側の挙動について 

  この時、PC は製品仕様ごとに異なる動作をすることがございます。 

1. 即時、EDIDの読み直す 

多くの場合は、EDIDボタンを読み直すと PC側でモニターの繋ぎ変えが発生したと判

断し、一瞬黒画面になってから、取得した EDIDをもとにした映像表示を試みます。正し

く映像表示されることを確認したら、操作は完了です。 

2. ケーブルの挿抜をしたら EDID を読み直す 

一部のモデルでは、OS 再起動でもモニターの再接続を行わないモデルを確認していま

す。この場合、PC と KEトランスミッターの映像ケーブルを挿抜することで更新される

ことがございます。 

3. OS再起動で EDIDを読み直す 

HP 製 Gen10 サーバーなど OS 起動時にだけ EDID を取得する機器の場合は、EDID の

ボタンを直後だけではなく、ケーブルを挿抜しても画面表示が更新されないおそれがあり

ます。 

その場合はサーバーのOS を再起動させるまではモニター再認識ができません。 

ビデオ設定 

トランスミッターのプロパティにあるビデオ設定は、スイッチの転送能力が不足してい

る場合に対する対策機能です。 

 

L2 スイッチ側の処理能力が不足して、映像データのカクつきがある場合、この設定で圧

縮を高めることで症状を緩和できます。この設定で画質を落とすと追従性は改善されま

す。 
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❖ レシーバーを設定する 

ログイン後、ダッシュボードで「レシーバー」をクリックします 

登録済みの KEデバイスをダブルクリックしてください 

 

 

基本的にレシーバーの設定はUSB モードのみ設定するだけで利用いただけます 

 

設定項目画面の右下にある、USB モードをいずれかに設定する必要があります 
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 USBモード 

レシーバーにあるUSB ポートの動作モードを変更できます。 

接続するデバイスに合わせて設定してご利用ください 

USB2.0 相当での動作となりますが、すべての USB デバイスの動作を保証するものでは

ないためご注意ください。 

現時点で仕様として確認しているのは、KE デバイスでは web カメラが非対応であるこ

とを確認しています。また、アイソクロナス転送によるスピーカーに対応できないことを

確認しています。KX シリーズではアイソクロナス転送に対応しています。 

VM (バーチャルメディア ) 

USB メモリなどストレージデバイスをレシーバーに接続する場合に選択します。 

ストレージデバイス専用モードのため、ジェネリックUSB デバイスモードと比較して

高速にデータ転送ができます。 

 

この機能はネットワーク機器の処理能力に大きく依存するため、ネットワーク処理性能

に余裕がない場合は、デバイス認識やデータ転送に時間が掛かることがあります。 

また映像データの転送容量を制限してUSB データ転送を優先するため、データ転送中

は画面がカクつくことがあります。 

vUSB (ジェネリック USB デバイス) 

USB 接続方式のタッチパネル※やペンタブレット、プリンターなどのデバイスを接続す

る場合はこちらを選択してください。 

大量のデータを転送する機器によっては、ジェネリックUSBデバイスモードでは利用

できない場合があります。その場合はバーチャルメディアモードにて動作ができるかお試

しください。 

 

※ USB 接続方式のタッチパネルは PC との直結を前提されたモデルの場合、USB2.0 規

格に準じていても独自機能などにより、通信できないケースが報告されています。そ

の場合、RS232 にてタッチパネル信号を伝送する方法も別途ご検討ください。 
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レシーバーの USB デバイス接続台数について 

USB デバイスの最大接続数は、接続先のトランスミッターの型番によって変動します。 

そして同時に接続しているレシーバーの台数それぞれに接続されているデバイスの合計

数を最大接続数としてカウントします。 

 

また、最大接接続数は物理的ではなく、論理的なデバイス数です。プリンター複合機な

ど物理的に 1台であっても内部的に複数のUSB デバイス(コンポジットデバイス)が存在し

ている場合、論理的に最大台数を超えると動作しない報告をいただいております。 

接続最大数に、レシーバーの各専用ポートに接続されているUSB キーボードマウスは

カウントされません。 

 

(例) 

トランスミッターとレシーバーが 1 対 1接続でも KE6900T で利用可能な USB デバイス

は 2つまでとなります。 

KE6900ATが 1 台に対し 10台の KE8950Rが同時に接続している場合、KE8950Rに接

続できるUSB デバイスは合計で 10 個までです。 

 

型番 動作モード 最大接続数 

KE6900ST / KE8800ST / 

KE9900ST 

VM モード 10 

vUSBモード 非対応(このモードはありま

せん) 

KE9950T / KE9952T / 

KE6900AT / KE6940AT / 

KE6900AiT / KE6900AiT / 

KE6910T / KE6912T / 

KE6920T / KE6922T 

VM モード 5 

vUSBモード 10 

KE6900T / KE6940T VM モード / vUSB モード 2 

 

KX デバイスは、トランスミッターに対して論理的な個数による制限ではなく、通信時

のエンドポイントのチャネル数が最大で 30 個までとなります。チャネル数は使用する

USB デバイスに依存します。使用チャネル数については各デバイスベンダー様へお問い合

わせください。 
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❖ アカウントのアクセス権を設定する 

レシーバーではアカウントごとにログインする仕組みとなっており、アカウントによっ

てトランスミッターへアクセスするかの権限設定ができます。 

一般ユーザーアカウントを作成した時点では、すべてのアクセス権限は開放されていま

せん。管理者がアクセス許可設定をする操作が必要です。 

 

一般ユーザーアカウントに付与できる権限は、以下の通りです。 

 

占有 

⚫ 複数ユーザーで表示操作可能 

➢ 操作権は最初に操作した人に権限が付与される、「早い者勝ち」となります。一

定時間、無操作になると操作権限は開放されて、次に操作した人に権限が付与さ

れます。(権限の順番待ち機能はございません) 

排他 

⚫ 最初にアクセスした 1ユーザーだけ表示操作可能。他ユーザーは操作表示不可です 

参照 

⚫ 画面を見るだけのみ。キーボード/マウス/USB デバイスの利用はできません 

アクセス不可 

⚫ アクセス権限を付与しない場合は、トランスミッターがオンラインかも含め確認でき

ないようになります。 
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設定の「ユーザーアカウント」にて、設定を変えたいアカウントを選択し、「 」

をクリックします。 

 

 
 

接続先のトランスミッターに対して付与する権限をクリックして「ユーザー許可」の色

と同じになっているか確認してください 

 

設定が完了したら、右下の適用ボタンを押して完了です 
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❖ KE のファームウェアを確認し、最新する 

CCKMと KEデバイスは共に最新バージョンでの動作が前提に設計されています 

KE デバイスは機種ごとに最新バージョンの数値は異なります。最新かを確認するには

弊社ホームページ内の各製品ページよりご確認ください。 

❖ 本体ファームウェアバージョンの確認 

ログイン後、ダッシュボードの右上にある歯車のアイコンをクリックして「システム設

定」に進みます 

 

 

 

「FW アップグレード」をクリックして、KEデバイスが正しく登録されているか確認し

てください 

デバイスが登録されていない場合、このリストに表示されないことがあります。リスト

に登録してからリストに表示されるか確認してください 

 

 

製品型番とバージョンを表示したら、弊社製品ページと照らし合わせて最新かご確認く

ださい 
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 公式ファームウェアのバージョン確認とダウンロード方法 

ATEN公式ページへアクセスします。 

画面右上にある虫眼鏡のアイコンをクリックすると、左上にある ATEN のロゴ部分が検

索フォームに代わって表示されます 

 
 

ここに「KE8950」と入力した場合、変換候補で製品型番が表示されます。今回は表示

された変換候補から「KE8950T」をクリックします 

 

 

 

 

(次項へ) 

 

  

https://www.aten.com/jp/ja/
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クリックすると製品ページが表示されます。今回は KE8950T のページを表示します。 

ページ内にある「サポートとダウンロード」をクリックしてください 

 

 

サポートとダウンロードには製品の pdf マニュアルやファームウェア、ユーティリティ

ソフトが無償で公開されています。2023 年 4月時点では最新バージョンとなる v2.0.191

のリンクをクリックしてファイルをダウンロードします。 

 

 

 

https://www.aten.com/jp/ja/products/modelno/KE8950T


p. 104 

 

 

❖ ファームウェアを更新する 

「ファームウェアバージョンの確認」と同じように CCKM へログインし、「FW アップ

グレード」の項目まで進みます 

 

KE デバイスの中で古いバージョンのものがあった場合は、タイプの項目にあるチェッ

クボックスをクリックしてください。 

  まれにファームウェア公開作業の遅延によってホームページで公開されているバージョ

ンよりも新しいバージョンが本体に搭載されていることがあります。この場合は、古いバ

ージョンに下げずそのままご利用ください。 

 

 

 

この画面を下にスクロールして「クリックして、ファームウェアファイルを参照しま

す」をクリックして、製品のページからダウンロードしたファームウェア用ファイルを指

定します。 

ファイルは zipから解凍し、拡張子「fw」形式のファイルを選択してください 

 

「アップグレード」ボタンをクリックするとデータの書き込みが開始されます。 

機器の復旧目的で同バージョンの上書きをする時や、特定の案件向けに専用バージョン

のファームウェアを使用する場合は「FW バージョンを確認」のチェックボックスを外さ

れていることを確認してから「アップグレードボタン」を押してください。 

 



p. 105 

 

 

ファームウェアのアップグレードの書き込みが完了すると自動的に KE デバイスが再起

動し、ご利用いただけるようになります。この時、CCKM はサービスの再起動は行いませ

ん。 

もし、予期しないファームウェアの書き込みエラーによって KEデバイスが正しく起動

できなくなった場合は、KE/KXデバイスの本体初期化を試みてください。 

 

リカバリーモードによる復旧を試みても KEデバイスが起動できない場合は弊社修理サ

ービスをご用命ください。 
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❖ KE デバイスの接続を変える(単体) 

ダッシュボード画面から、左下にある「インスタントリンク」をクリックしてください 

 

 
 

各レシーバーに接続先の状況を確認できます。 

 

ここから接続先を変えるには、各レシーバーのアイコンにカーソルを合わせると、メニ

ューが表示されます。 

 

「TXを選択」をクリックすると接続可能なトランスミッターが表示されるのでクリッ

クして選択します 
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選択すると即時、切り替えられます。レシーバーのサムネイルには選択したトランスミ

ッターのプレビュー画面が表示されます。プレビューは数秒ごとに静止画を更新します。 

 

  この時、ネットワークスイッチの設定で IGMP snoopingと IGMP snooping クエリア両

方の設定が正しくできていないとプレビュー画面は表示されませんのでご注意ください。 
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もし、誤って接続した場合は再度アイコンにカーソルを合わせると「切断」と選べるよ

うになっています。クリックして切断してください。 

 

 

 

終了したい場合、再度「インスタントリンク」の▼をクリックすると、この画面は下に

収納され、最初のダッシュボード画面に戻ります。 
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❖ KE デバイスの接続を一括で変える 

 一括切り替えの設定登録する 

一括で KEデバイスの接続を切り替えるには「プロフィール機能」を利用します。 

事前に送受信機の接続組み合わせを登録しておき、利用したいときに呼び出す、という

機能です。 

 

ダッシュボードから、「プロフィール」をクリックします。 

 

リストの右上にある「＋(新規追加)」のアイコンをクリックします。 
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プロフィールでは以下の通りに設定してください 

ネーム 

半角英数字のみ対応、日本語は利用できません 

アクセスモード  

レシーバーのキーボードマウスで操作させたくない場合は「監視のみ」、複数人同時ア

クセス許可であれば「占有」、他ユーザーに表示や操作させたくない場合は「排他」を選

択してください 

ログイン確認 

レシーバー側でユーザーがログインしている時だけに切り替えをさせる場合は、チェッ

クを入れてください。もしレシーバー側で誰もログインしていない場合(ログイン画面が表

示されている場合)は切り替えをせず、ログインしても自動的に接続先を指定されません。 

OSDロック 

プロフィールを切り替えた時にレシーバーを操作しているユーザーが勝手にメニュー画

面を出して切り替えをさせないようにするには、この項目にチェックを入れてください 

 

 
 

接続の組み合わせを知りたい場合は、画面下にある「トランスミッターリスト」をクリ

ックすることで、トランスミッターで表示しているサムネイルが確認できます。 
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このトランスミッターのアイコンを各レシーバーにドラッグアンドドロップして、組み

合わせを設定します。 

または、「TX を選択」からプルダウンで表示されるトランスミッターを選択します。 

この時、レシーバーのアイコンはサムネイル表示や OSD のステータス変化はありませ

ん。 

プルダウンから選択するときに反応はありませんが、正しい挙動となります。 

 

 
接続先に選択しているトランスミッターを確認する場合は、カーソルをプルダウンから

離して再度、カーソルを合わせてください。下図のように選択先が表示されていると、ト

ランスミッターの設定は完了しています。 

 

設定が完了したら、保存ボタンをクリックしてください 
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 登録したプロファイルを使う 

プロフィールに登録したリストの「ネーム」という項目の隣にあるチェックボックスを

チェックしてください。

 

 チェックを入れると、リスト右上に「 」が表示されるのでクリックします 

クリックした直後に設定したレシーバーが、指定したトランスミッターに接続します。 

同様に、接続している機器をすべて切断するには、「 」をクリックします 
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❖ マルチスクリーンコントロールを設定する 

マルチスクリーンコントロールとは、キーボードとマウスは 1セットだけで、複数の

KE デバイスのレシーバーを操作する機能です。 

 

 

この機能を使うと複数の PC の画面を表示したまま、個別にターゲットを切り替えて操

作ができるようになります。 

 

画面端にマウスカーソルを動かすとそのまま隣の PC を操作できるようになります。 

マウスカーソルとキーボード操作のみをシームレスに移すだけとなり、使うキーボード

を変えたりする必要がありません。 

 

セキュリティ上の脆弱性の原因となるため、PC のクリップボードにコピーしたデータ

を別のレシーバー経由で張り付ける、という機能は利用できません。 

マルチスクリーンコントロール(レシーバーのグループ機能)は最大で 4グループまでが

作成できます。 

 利用方法 

PC1 台あたり、映像出力は 1または 2 つまでとなります。 

 

1 台で 3 画面以上モニターを複数台使用する PCでマルチスクリーンコントロール機能

を使うには次のような設定をしてください 

  - 3画面以上の PC を延長する場合は、KE デバイスの 1 画面ごとに 1台用意ください 

  - 1台目のトランスミッターのみにUSBケーブルで接続してください。トランスミッタ

ーのマウス設定は、 
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横に並んだ画面に対してのみご利用いただけます。縦方向に並べたモニターの構成では

ご利用いただけません 

 

機能を使用するにあたり、CCKM のシステム設定にある「高速切り替え」機能を無効に

してください。そのため、「高速切り替え」を有効にした状態で切り替えをすると、正し

く動作しなくなる原因となります。 

 

WindowsPCをソース機器として利用する場合、マウスの設定にあるポインターオプシ

ョンで「ポインターの制度を高める」のチェックを外してください。Windows 10 以降で

はクリーンインストールされている場合、初期設定では有効になっているため、使用前に

チェックを外してからご利用ください。 

 

同様に過去バージョンの ubuntu や CentOS、Linux/gnome 環境をソース機器側にて使

用している場合にマウスカーソルが消える不具合を確認しています。発生した場合は以下

コマンドをターミナルで実行するか、当該ファイルをコマンドにて書き換えることでマウ

スカーソル表示に関しての問題解決を試みてください 

 

⚫ gsettings set org.gnome.setting-daemon.plugins.cursor active false 

 

 

Windows環境で画面端にカーソルを動かすと、極端に早く操作すると移動先の PCカー

ソルが画面中央に表示されることがありますが正しい挙動となります。マウスの認識の切

り替えると新しく認識したマウスは画面中央に表示させるのがWindowsOS の仕様となり

ます。 

 

また KE デバイスのトランスミッターに接続している PCの画面解像度のスケーリング

によって、マウスカーソルの操作が正しくなる原因となります。操作中に特定の PC で

「見えない壁」のように横方向へカーソルを動かせない場合は、FAQ 記事の「見えない壁

があって、カーソルを画面端まで操作できない」をご確認ください。 



p. 115 

 

 

 設定の流れ 

マルチスクリーンコントロール用のレシーバーグループを作成するのに次の流れで設定

します。 

 

⚫ レシーバーのグループを作成する 

⚫ モニターを選択する 

⚫ レシーバーの並び方を設定する 

⚫ グループの設定を変更し、保存する 

 マルチスクリーンコントロールのグループを作る 

ダッシュボード画面から「レシーバー」をクリックします 

 

 

画面右上に表示される「+」のアイコンをクリックします 
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「Rx グループを作成」をクリックします 

 

線の下に表示されているのがグループ作成できるレシーバーです。下のレシーバーをダ

ブルクリックして選択すると、選択済みということでモニターのアイコンが上に移動しま

す。 

 

ここでは 2 つ以上のモニターを選択しました。マルチスクリーンコントロールのグルー

プ設定をするので、「無限スイッチ」の項目を「有効」に選択します。 

「ネーム」は任意の名前を入力します。 
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左右の順番を変える場合は、上の段のレシーバーを選択します。選択中のレシーバーは

緑色で表示されます。左右の順番を変えたい場合は左右に表示されるアイコンをクリッ

ク、登録から外したい場合はアイコン中央の「✖」をクリックすると削除できます。 

設定が完了したら、「保存」をクリックしたら完了です。 

 

登録が完了すると、このように表示されます。もし、レシーバーの設定を解除したい場

合は、レシーバーの右上メニューから「ブレークアップ」をするとマルチスクリーンコン

トロールの設定を削除できます。 

 

マルチスクリーンコントロールが有効になっているレシーバーで、操作中の液晶画面に

は緑色の枠が表示されます。 

次の写真は左側のレシーバーを操作している時の模様です。実際のWindows などの操

作中もこの枠は表示されます。枠の色は緑色固定となります 
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枠の表示を止めたい場合は「システム設定」から、「Boundless Switching Focus」を

「Always(常時)」のチェックを外し、任意の数値を入れると、その設定した秒数後に枠表

示を消せます。 

 

 操作して動作を確認する 

メニュー画面を表示しているときに、以下の通りに操作して動作を確認してください 

   

⚫ 遅延なくカーソルが動くか 

⚫ 画面端にカーソルを動かして隣の画面を操作ができるか 

⚫ カーソルを操作して快適にモニター間を行き来できるか 

 

各画面の接続先の切り替え方法はカーソルで切り替えたいモニターまで移動してから、

キーボードでメニュー画面を呼び出して切り替えてください 

 登録してもカーソルが正しく動かない、切り替わらない場合 

通常の操作では問題ないのにもかかわらず、マルチスクリーンコントロール用に Rx グ

ループを作成した時だけ動作がおかしい場合は、以下の通りに操作して改善されるかお試

しください 

 

⚫ 同型番の製品でファームウェアのバージョンが異なる場合は、最新版へアップグレー

ドして統一する 

⚫ CCKMに登録されているトランスミッター、レシーバーを一度削除する。次に KE デ

バイスを再起動させてから再度登録する。 
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⚫ プロフィール機能を使用している場合は、任意のプロファイルを選択し、解除ボタン

を押すことで全セッションを切断させてから、再度登録してみてください。 

❖ 設定のバックアップ 

⚫ CCKMは、各デバイスの設定やアカウント設定をバックアップファイルに保存できま

す。 

⚫ ただし同じバージョンに対しての復旧方法の用途となります。 

➢ バージョンが異なる CCKM へ、バックアップデータのインポートしないでくだ

さい。誤動作の原因となります。 

⚫ 設定のバックアップファイルはプライマリー、セカンダリそれぞれのファイルを作成

してください。 

❖ 最後に 

以上で、基本的な設定の流れについて紹介しました。 

より詳細な内容を確認する場合は、弊社製品ページ内「サポートとダウンロード」にて

公開しております pdfマニュアルをご確認ください。 

 

https://www.aten.com/jp/ja/products/modelno/CCKM 

  

https://www.aten.com/jp/ja/products/modelno/CCKM
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❖ FAQ 

⚫ ここでは、CCKM を使用するにあたり遭遇することのある問題とその解決方法などを

記載しています 

⚫ また弊社技術サポートサイト「eSupport」でも随時 FAQ 記事が更新されるため、合

わせてご利用ください 

https://eservice.aten.com/eServiceCx/Common/FAQ/list.do?lang=ja_JP 

 KEデバイスのリカバリー方法 

⚫ アップグレード時のデバイスにデータ書き込みが失敗した場合などは、以下の方法で

復旧ができるかお試しください 

 

➢ 本体が電源 OFFの状態で、背面の RESET の穴にクリップなどを入れてリセッ

トボタンを押したまま、AC アダプターを接続して電源ON にします。 

➢ この時、KE8952 などの PoE 対応製品は ACアダプターで給電してください 

➢ リセットボタンを押したまま電源を入れたら、10秒程度でリセットボタンを離

してください。 

➢ そして 2分程度待つと救済が可能な場合、KEデバイスはリカバリーモードとし

て起動します。 

 

➢ アップグレードモードで起動している場合、KE デバイスは 

 レシーバー「192.168.0.60/255.255.255.0」、 

 トランスミッターは「192.168.0.61/255.255.255.0」で起動します 

➢ このモードになったら、ファームウェアに同梱している exe 形式のアップデート

プログラムを起動してください 

 

⚫ ファームウェアの書き換えでも復旧できない場合、「KEデバイスを初期化する」で復

旧できる場合がございますので、合わせてお試しください。 

⚫ アプリを実行しても、エラーコード 4129 などで上書きができない場合は機器の故障

となるため、弊社の修理サービスをご用命ください。 

⚫ 修理受付については、「障害発生時・故障に備えて」をご参照ください 

 

  

https://eservice.aten.com/eServiceCx/Common/FAQ/list.do?lang=ja_JP
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 各デバイスをリモートから再起動する方法 

CCKMにログイン後、トランスミッターまたは、レシーバーのプロパティにて任意のデ

バイスを選択してクリックしてください。 

 

選択中のデバイスは緑色の枠が表示されます 

 

 メニューの「再起動」をクリックすると選択した機器が再起動します。 

 

再起動からスタンバイになるまでは、デバイスのステータスを示す■のアイコン表示が

灰色の「オフライン」になります。 

 

  



p. 122 

 

 

 見えない壁があって、カーソルを画面端まで操作できない 

使用している CCKMと KE デバイスが最新バージョンに統一されているかご確認くださ

い 

トランスミッター(例 : KE6900AT)と DVI ケーブルなどに接続している PC でスケーリ

ング表示を設定している場合、解像度が正しく認識できないために操作できないケースを

多く報告されています。以下を確認して、正しく操作できるかお試しください 

 

Windowsの右クリックにて、「ディスプレイ設定」を選択してください 

 

「テキスト、アプリ、その他の項目のサイズを変更する」が 100%になっているかご確

認ください。 

 

Windows 10 のビルドによって表示内容が異なり、こちらは 20H2 のビルドの表示なり

ます。古いビルドでの方法は各ベンダーなどにお問合せください。 
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「ディスプレイの詳細設定」を選択してください

 

「デスクトップの解像度」と「アクティブな信号解像度」が異なると、カーソルの操作

が正しくできなくなる原因となります。 
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IntelHDGraphics を利用している場合は、インテル HD グラフィックス・コントロー

ル・パネルにて「ディスプレイ・スケーリングを保持する」を選択して、再度「デスクト

ップの解像度」と「アクティブな信号解像度」が一致していることを確認してください 
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 冗長構成の障害発生時、ダッシュボードの「接続」が実際と異なる 

CCKMの仕様にて、CCKM は各 KEデバイスの接続(セッション)情報はプライマリー、

セカンダリ間で同期されません。 

具体的には以下のようになります。 

  【例・プライマリサーバーがダウンした場合】 

通信ができないと検知したセカンダリーサーバーは、ホットスタンバイから稼働しま

す。この時、プライマリーと最後に同期したデータベースを読み込むため、検知から稼働

開始するまでに最短で約 90秒かかります。利用期間が長いほど稼働までの時間が掛かり

ます。 

 

この時、各 KEレシーバーがトランスミッターに接続中であれば、そのままご利用いた

だけます。 

ログインしていないレシーバーは、セカンダリーサーバーが立ち上がるとログインがで

きます。 

CCKMのダッシュボードに表示される「接続」の情報はセカンダリには、引継ぎは行わ

れません。 

KE デバイスの利用には影響ありませんが、CCKMの各デバイスのオンラインやスタン

バイのステータスは実際のものと異なることがあります。 

セカンダリでの接続ステータスで「接続」を正しく認識させなおしたい場合は、次の方

法で接続をリセットしてください 

 

⚫ プロフィール機能にて、任意のプロフィールを選択してから「切断」をクリック 

➢ 管理下の KE デバイスすべての接続は切断し、リセットされます。 

⚫ (オプション)切断後、プロフィール機能にて任意のプロフィールを選択してから「接

続」をクリック 

➢ 再度期待する接続、ステータスにて監視できるようになります。 

 

プライマリサーバーが復旧した時にも同様に、プライマリーがダウンする前の状態、セ

カンダリの接続状況は復旧したプライマリーへ引き継がれません。復旧したら、上記方法

で一度接続をリフレッシュしてから、ご利用ください。 
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 KEデバイスの初期化はどのような仕組みか 

背面のリセットボタンを 3 秒以上長押しした場合に行われる初期設定化では、以下の項

目が保持または消去されます。 

保持されるもの 

⚫ KE デバイスで設定したパスワード 

⚫ ファームウェアのバージョン 

⚫ EDID 設定と EDID 

消去されるもの 

⚫ IP アドレス 

⚫ パスワード以外のメニュー画面にて設定した各項目(デバイス名、画質設定、USB

設定など) 

 

デバイスを初期化させる詳細の手順は後述の FAQ 記事「KEデバイスを初期化する」を

ご参照ください。 

 特定のモニターでだけ画面表示できない 

「トランスミッターを設定する」を参照の上、EDID を取得して画面表示が改善される

かお試しください。 

 デバイス登録時に検索するが、デバイスが検出されない 

Java version8 update291 以降から TLS1.0、TLS1.1 の通信を無効化する仕様変更が行わ

れました。この仕様変更に伴い暗号化通信ができずに KE デバイスが CCKM で認識されな

い不具合を確認しています。 

https://www.oracle.com/java/technologies/javase/8u291-relnotes.html 

そのため、Javaの自動更新機能が有効になっていれば無効にしてください 

 

  2021 年 5月時点で確認されている問題回避は、TLS1.0、TLS1.1 が無効化されていない

Java version8 update202また、Zulu OpenJDK 8 update275b01 を利用することで回避でき

るのを確認しています。 

 

https://www.oracle.com/java/technologies/javase/8u291-relnotes.html
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長期的対策については現在策定中であり、方針も未定であることをご理解いただきます

ようお願いいたします。 

【過去事例】 

あるユーザー様にて、メンテナンス期間ではない時に誤って「アップデートをするよう

警告表示があったから」とWindows update や Java のアップデートをしてしまい、CCKM

と同時に稼働していたシステムを止めてしまい、バックアップからロールバックするまで

復旧できなかったケースの報告を頂いております。 

 

このようなケースは「何もしていないのに発生した」という報告として上げられ、特定

までに非常に時間が掛かった、という報告をいただいておりますためご注意ください。 

 

Oracle Javaの場合は、コントロールパネルの Javaの設定から、「更新を自動的にチェッ

クする」を外すことで、タスクバーからのアップデート通知を抑止できます。 

 

 CCKMのサービス稼働状態を監視したい 

v2.2.217 から CCKMのサーバーに SNMP trap 出力機能、SNMP agent(v1, v3)機能が追

加されました。Trapメッセージによる状態監視や、SNMP Manager から GET/SET によ

る CCKM と KE デバイスの本体設定ができるようになります。 

 

SNMP agent 機能は現時点でサービスポートが 161 番固定となります。 

CCKMをインストールしたサーバー自体を SNMPにて監視する場合はサーバー側のポ

ートを変更するなどでポートが重複しないよう設定をする必要がございます。 

 

MIB ファイルは、弊社製品ページの「サポートとダウンロード」からご入手ください 

https://www.aten.com/jp/ja/products/modelno/CCKM 
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 ソフトウェアライセンスを購入する前に準備することは? 

ソフトウェアライセンスは、各 CCKM をインストールしたサーバーのハードウェア ID

が必須となります。 

ハードウェア IDは CCKM にログイン後、一般設定の「ハードウェア版」の項目が我当

します。 

 
 

構築前にライセンスを購入しても、お客様からのハードウェア ID の提供がない限り、

ライセンス発行はできませんのでご注意ください。CCKM の環境構築をした後にライセン

ス発行依頼を弊社営業へご用命ください。 

 

またソフトウェアライセンスは、ハードウェアが異なるとライセンス制限の解除はでき

ません。そのためハードウェアリプレースを計画に入れる場合は、VMware など仮想環境

での構築を検討した上でご利用ください。 
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 アップデートするとマルチスクリーンコントロールが効かない 

トランスミッターに接続している PCがWindows 10 の場合、「20H2.19042.1052」また

は「20H2.19042.1081」にアップデートするとマルチスクリーンコントロール機能で別の

モニターにカーソル移動できなくなった報告がありました。 

 

台湾本社での調査結果、Microsoft 社がOSのドライバーとは異なる箇所にてWindows

の仕様変更したため発生したと推測しています。 

 

この仕様変更は MS社からは公開されず、今後挙動すべて波及する内容か一時的なテス

ト導入かは不明なため、2022 年 1月時点で ATEN では今後の動向について様子見をする

見解となります。 

もし、この事象に遭遇した場合は、以下の方法による解決をご検討ください。 

 

⚫ Windows側のUEFI 設定で、次の項目を無効にする 

➢ 「セキュアブート」 

➢ 「CSM (またはレガシー機器へのサポート)」 

➢ 「Fast Boot(高速起動)」 

⚫ 変更後、PCとトランスミッターを接続するUSB ポートを変える 

 

Windows11 以降の環境では TPM2.0 とセキュアブートを必須とするため、この場合は

CSM と FastBoot のみを無効にして改善されるかお試しください 

それでも改善しない場合 

⚫ WindowsPCのロールバック機能を使用して過去のビルドへ戻す 

 

次の方法は副作用がありますが、緊急的な一時緩和策として用意しています 

 

⚫ CCKMからトランスミッターの Port OS 設定を「Win」にする 

⚫ ライセンス認証の画面の「説明」で「Enable Engineering mode」と入力し保存をクリ

ックする 

 

この方法は、他画面に移動ができることは確認していますが、マウスの仕様については

不明であるため突然カーソルが別の座標に移動してしまう副作用を確認しています 
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 CCKMのサービスを起動してもすぐに終了する 

CCKMを手動で起動した後、自動的にサービスが停止した場合は以下の可能性がござい

ます。 

 

⚫ CCKMが動作するサーバーOS の起動準備が完了していない状態で、強制的にサービ

スを起動させた 

 

このケースの対策は CCKM を手動で強制的に起動せず、CCKM の初期設定である自動

起動(遅延)のままで起動するまで待つ、となります。 

 

⚫ CCKMが動作するサーバー接続している NICが起動していない、または接続先のネッ

トワークスイッチとリンクアップしていない(LAN ケーブルが抜けてしまっているな

ど) 

 

CCKMをWindows にインストールしていれば、TCP/IP Protocol Driverと依存関係に

なっています。OS の起動準備が完了しても、ネットワーク機能が起動し、リンクアップ

してない状態と検知すると CCKM は自動的にサービスを終了させます。 

 

ネットワーク機器と接続し、リンクアップした状態にしてから CCKMを再度起動させ

てください。 
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 プライマリーがダウンした時にどれぐらいでセカンダリーサーバーに切り替わるか 

プライマリーがダウンしてから、セカンダリへ自動的に切り替わるまでは、目安として

は、約 90 秒程度の起動準備が掛かります。接続中の KEデバイスは、プライマリーがダウ

ンしてもそのままの接続は保持されます。 

制限 

セカンダリが起動するまで KEデバイスのメニュー画面で接続先のデバイスが表示され

ません。 

その他 

セカンダリが稼働中の挙動については別 FAQ 記事「冗長構成の障害発生時、ダッシュ

ボードの「接続」が実際と異なる」をご参照ください。 

 プライマリーがダウンしてから復旧したのに、セカンダリから切り替わらない 

v2.2.216 以前のバージョン使用時 

プライマリサーバーのライセンス認証が完了しているかご確認ください 

v2.2.217 以降のバージョン使用時 

データベース同期の復旧はしますがデバイスの利用制限が残るため、無償版による台数

制限にてオンライン状態になれない KEデバイスが無作為に発生します。ライセンスの認

証が出来ない時は、使用できるデバイスの指定はできません。 

 プライマリーがダウン復旧すると、メニューからトランスミッターが消えた 

プライマリーにてライセンス認証が完了しているかご確認ください。 

KE デバイス数が 8 台以上の環境でライセンスが認証されないと、無作為で 8 台のデバ

イスのみ利用権限が開放されます。 
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 ログアウトしないよう設定したのにログアウトする 

ログアウトする、というケースはいくつか想定されるため、以下のケースに沿ってご確

認ください。 

 

1. ブラウザでのアクセスでログアウトしてしまう場合 

(ア) [ブラウザで使用するにあたっての設定をする」を参照。タイムアウトを無効に

しているか確認する 

(イ) v2.2.208 以前の CCKM では有効にしてもログアウトする不具合は既知の問題と

確認しています。最新バージョンへアップグレードしてください 

(ウ) 複数のタブで多重ログインをしている場合は、ブラウザ側のセキュリティ機能に

て強制的に切断することもございます 

 

2. KE デバイスの操作をしていて、一定時間するとログアウトしてしまう 

(ア) 「ユーザーアカウントを作成する」を参照。任意のユーザーアカウントごとにロ

グアウトの権限を設定します 

(イ) v2.2.216 以前ではネットワーク障害などで、接続復旧できない場合は再ログイン

をさせることで復旧させる目的でログアウトするケースがございます。 
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 KE6900AiTを CCVSRで使う時の制限があれば知りたい 

KE6900AiT / KE6940AiT のみ、一部制限がありますが CCVSRによる操作画面の録画

に対応しています。 

【制限内容】 

動画で記録できるもの 

⚫ INTERNET ポートからのリモートアクセス 

 

INTERNET ポートは KEデバイスではなく windows などの端末からのリモートアクセ

スのことを指します。 

リモートから接続してから一定時間無操作になるまでの間、画面とキーボード入力とマ

ウス操作の記録します 

 

動画で記録出来ないもの 

⚫ KE6900AiT / KE6940AiT のオーディオ入出力 

⚫ KE6900AR などリモートユニットからの操作履歴 

⚫ KE6900AiT / KE6940AiT のローカルコンソール操作 

➢ ローカルコンソール自体は録画できますが、自動で終了できないため手動での終

了操作が必要です。また映像のみでキーボード入力とマウス操作の記録しないた

めご注意ください。 

 IE11でアクセスできない 

CCKMの v2.2.219 からは IE11 サポート外となりました。 

理由としては Microsoft 社のサポートが終了したためで、CCKMもこれに倣いサポート

を終了しています。対応方法としては、Windows10 以降であれば、Microsoft 

Edge(Chromium 版)、Mozilla Firefox やGoogle chrome な利用されているOS でサポート

されているモダンブラウザを利用してアクセスしてください。 
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 リモート側で操作できない 

「View only(参照のみ)」以外を選択しているにもかかわらず、特定のトランスミッターに

接続されている PC を操作できない場合は、トランスミッター本体背面のスイッチが

「Local」の位置になっていないかご確認ください。この設定になっていると、リモート側

の画面では左上に「Local in-use」とメッセージが表示されます。(このメッセージはトラ

ンスミッターのキーボードマウス操作をしている時も表示します) 

 

この設定をすると、トランスミッターに接続されているキーボードマウスのみでの操作

を許可するようになり、リモート側からは操作できなくなります。リモート側でもアクセ

スしたい場合は、トランスミッター本体背面のスイッチを「Auto」の位置に合わせてから

ご利用ください。 
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 Pingで反応するが、CCKMではオンラインにならない 

KE デバイスや CCKMサーバーに接続している LAN ケーブルに断線やその予兆がある

と、デバイスが不定期にオフライン不具合になるという報告を頂いております。 

同様にコネクタの爪が折れていて、KEデバイスにしっかりロックできない状況もケー

ブルの接触不良の原因となるため、近しい報告を頂いております。 

 

LANケーブルではなく、8 極 8芯ケーブル(8P8C)を利用し、RJ45 コネクタに強制的に

加締めをして作成したケーブルを使用した場合も接触不良が発生し、通信が安定しない原

因となります。 

 

KE デバイスシリーズでは 1ギガビットイーサネット対応となるため、Cat5e のケーブル

と対応コネクタ、KX シリーズでは 10ギガビットイーサネット対応となるため、Cat6A ケ

ーブルと対応コネクタでケーブルを作成し、デバイスを接続してご利用ください。 

 アップグレード用のアプリを実行しても SmartScreenで警告され実行できない 

「Windows によって PCが保護されました」という警告が出た場合、次の可能性があり

ます。 

 

⚫ Windowsでログオンしているアカウントでアプリを実行する権限がない 

⚫ Zip ファイルのまま、ファイルを閲覧しアプリを実行しようとした 

 

アップグレード用アプリは LAN ポートを使用して KEデバイスにデータを転送するた

めWindows でユーザーの権限に制限がある場合は利用できない場合があります。この場

合は、ネットワーク管理者の方へご相談ください。 

 

Zip ファイルを解凍せずに収録されているアプリを実行しようとすると、マルウェアの

挙動と同じ動作を手動で行っているため、Windows から制限されることがあります。この

場合は、zip ファイルを解凍してからアプリを実行してください。 
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 異なる KEデバイスの混在は可能か? 

「KE6900AT と KE9950R」といった異なるインターフェイスの KE デバイスの組み合

わせでの利用は、CCKMの v2.2.216 から対応しています。 

 

ただし DVI、HDMI、DisplayPort と KE シリーズは各インターフェイスがあります

が、ソース側・モニター側でインターフェイスをバラバラにした利用は、機種による仕様

の違いなどによってシステムの整合性が取れないために利用できないケースがございま

す。 

 

  具体的には 4K対応機器と 1080p 対応機器の混在した環境が挙げられます。 

 

  そのため、混在する環境は使用する解像度を統一してからの利用を強く推奨します。こ

れまでに確認されている不具合で対処できないケースをご紹介します。 

システム構成に見直しが必要なケース 

⚫ 「4:3」表示対応モニターと「16:9」対応モニターが混在した環境 

⚫ 「16:9」表示ができないソース機器とできるソース機器が混在した環境 

 

  この場合は、モニターの型番を統一することを推奨します 

  プロジェクターと液晶などを組み合わせて使用する場合は、「16:9」「4:3」と対応アスペ

クト比を統一することで表示に関するトラブル回避を図ってください。 

 

⚫ 送信機に接続するのがWindows XP 以前の PC と、Windows 7 以降の PC が混在した

環境 

 

  すべてWindows 10 以降へリプレースすることを推奨します 

  Windows XP以前の PC は EDID を使用しないため、「映像出力のアスペクト比がおかし

い」、「画面ずれが発生する」、「レガシーの映像信号出力により画面表示できない」といっ

たケースの原因となります。 

画面が表示できない場合、VC160A や VC180、VC182 など映像変換をしつつ、EDID

対応のビデオコンバーターを用意いただき、映像データを KE デバイスに対応させる対応

が必要になることがあります。 
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類似のケースで、DVI-DもWindowsVista 以前 (2006 年以前に設計されたモデル)で、

HDCP(コピーガード機能)が搭載されていない PCやモニターも仕様によっては対応が必

要なケースがあります。 

KE デバイスは、Windows7 以降の HDCP 搭載のハードウェアを前提に設計しているた

め、HDCPのデバイス認証ができずに画面表示が出来ない原因となるためです。 

 

⚫ 4K対応の PCと 4K モニターがある環境に、1080p までしか対応できない KE デバイ

スを混在した環境 

 

モニターの型番を統一して、「4K対応 KEデバイス」または「1080p までの環境」に集

約することを推奨します 

HDMI2.0以降のモニター(4K60p 対応モニター)は、HDMI1.4b以前の EDID 仕様

(4K30p)と異なるため、ソース機器が HDMI 1.4b 以前だと映像が乱れる、表示できないな

ど解決できないケースがございます。 

 

そのため、あらかじめ「4k30pモニターのみ」、「1080p のみ」と環境を統一することで

より安定した環境を構築できます 
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 CCKM Utilityとは? 

管理者パスワード初期化用アプリです。 

このアプリは CCKM V2.2.219 以降に対応しています。 

注意 

CCKMUtilityはその性質から、CCKM を使用する KVM 環境のセキュリティ脆弱性とな

ります。そのため平時は CCKMUtilityを削除しておき、緊急時のみファイルを配置して実

行できる状況にしてください。 

使用方法 

このソフトウェア CCKMUtility-V1.0.091.jar は、CCKMサーバーのインストールフォ

ルダにコピーし、実行してください。(例: c:/KVM over IP Matrix Manager/ など) 

拡張子 jar 形式のファイルは Java runtime environment がインストールしていれば実行

可能です。もし、実行できない場合は管理者権限か Javaがインストールされているかご確

認ください。 

アプリを実行すると、「はい(Y)」をクリックします 

 

CCKMをサービスするか確認ポップアップが表示されます。パスワードの初期化には、

CCKMのサービス再起動が必須なため、「はい(Y)」をクリックします 

 

「はい(Y)」をクリックすると、一定時間後「サービスの再起動に成功した」とメッセ

ージが表示されるので「OK」をクリックしたら完了します。 
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初期化が完了したら、ログイン画面で 

 

⚫ ユーザー名:   administrator 

⚫ パスワード:   password 

 

でログインができるようになります。 

一度ログインをしたら再度新規でログインができるようになるため、パスワードを再設

定してからご利用ください。 
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ブラウザの画面表示が崩れる 

CCKMをインストールしたサーバーのブラウザから、次のようなアドレスでアクセスす

ると表示崩れや設定が正しく反映されなくなる原因となります。 

NG例 

⚫ https://127.0.0.1:8443 

⚫ https://localhost:8443 

 

上記のようなループバックアドレスでは、セキュリティ適用などによって想定される動

作と異なる挙動となる原因になります。そのため、サーバーIPアドレスを確認したら、 

 

⚫ https://(サーバーの IP アドレス):8443 

 

というURL でアクセスしてください。 

また、CCKM は 2023 年時点で IE11 のサポートは終了しています。Microsoft 

Edge(Chromium)や Google chrome などのブラウザでご利用ください。 

 

  

https://127.0.0.1:8443/
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 末尾 STなどの型番の違いについて 

以下型番は、KE シリーズのエントリーモデル(受注生産品)となります。 

 

⚫ KE6900ST 

⚫ KE8900ST 

⚫ KE8900SR 

⚫ KE9900ST 

 

これらはエントリーモデルとして他姉妹製品のインターフェイスを削減し、メインチッ

プのグレードも下位のモデルとなります。そのため、処理能力に違いにて全体的なパフォ

ーマンス、利用できる設定、機能、追従性や画質などがメイングレード機種よりも低いも

のとなります。(画質は圧縮していることが目視で分かり、操作遅延や切り替えに時間が体

感で分かる程度の違いがございます) 

 

過去に導入いただきました日本市場のお客様からは画質や追従性からメイングレードへ

のリプレースをされたケースが多くあり、メイングレードで満足されるお客様が非常に多

かったことから、これらの型番は現在、既存のお客様向けの保守用として受注生産品の扱

いとなっています。 
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 KEデバイスを初期化する 

背面のリセットボタンを 3 秒以上長押しした場合に行われる初期設定化では、以下の項

目が保持または消去されます 

保持されるもの 

⚫ KE デバイスで設定したパスワード 

⚫ ファームウェアのバージョン 

⚫ EDID 設定と EDID 

消去されるもの 

⚫ IP アドレス 

⚫ パスワード以外のメニュー画面にて設定した各項目(デバイス名、画質設定、USB

設定など) 

 

リセットボタンでは消去されない保持される「KEデバイスで設定したパスワード」と

「EDID設定と EDID」は次の手順で初期化させることはできます。2つの情報はともに

トランスミッター(KE6900AT や KE8950T など)で初期化します。 

 

 

※ 注意 

 

ファームウェアのバージョンは、次の手順で初期化しても最後に上書きしたバージョン

のままとなります。ファームウェアを過去バージョンにしたい場合は、別途古いバージョ

ンへと上書きする方法が必要となります。 

 

この初期化はメイン基板に直接触れるため、作業前にドアノブや壁を触ることで体内に

帯電している電気を逃がしたり、部屋の加湿をするなど静電気対策を十分にしてから作業

をしてください。 
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準備するもの 

ジャンパーピン 

PC などで広く使用される 2.54mピッチのジャンパーピンが必要となります。 

 

3/16 インチボックスドライバー 

KE/KX本体に装着されている COMポート用のコネクタ固定ねじを外すためのボック

スドライバーが必要です。市場では多くのボックスドライバーがコネクタに干渉すること

から、ATEN ジャパンではWiha社製の「265P3/16」や「HPZ245HN3/16」で着脱にて

ドライバーとコネクタに干渉しないことを確認しています。 

 

AC アダプター 

PoE 方式にて KE デバイスに給電している場合は、初期化作業用に別途 AC アダプター

をご用意ください。 

 

プラスドライバー(No.2) 

筐体のねじを外すために使用します。 

  



p. 144 

 

 

本体のねじを外す 

作業に必要なものがそろっていることを確認したら、KE/KXデバイスに接続されている

ケーブル類をすべて外します。 

電源アダプターとケーブルすべてを外したらプラスドライバーで本体底面と側面のねじ

を外します。そしてボックスドライバーを使用して、下図の赤枠部に取り付けられている

ナットを外します。 

KE6900ATでは COM ポートだけではなく、DVI コネクタ部もナットを外します。 

 

ジャンパーピンの場所確認する 

製品によってジャンパーピンの刺す場所は異なります。 

しかし、製品シリーズで共通していることとして、すべて基板のシルク印刷にて

「DEFAULT PASSWORD」と表記されている場所のすぐ隣に配置されています。 

下図は、KE6900AT の実際の取り付け位置となります。 

 

おおよそ、本体背面に向かって左側の ACアダプター付近にピンがあります。 

 

※ 他製品の位置については、製品 PDF マニュアルをご参照ください。 
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ジャンパーピンを刺して電源を入れる 

ジャンパーピンを下図のように基板に取り付けます。 

 

ジャンパーピンの取り付けが終わったら、ACアダプターと KE/KXデバイスを接続して

電源を入れます。約 2~3分ほど待つと初期化が完了します。 

初期化完了:ジャンパーピンを外して動作確認。そして、もとに戻す 

初期化完了の合図は無いため、約 2~3 分ほど経過したら AC アダプターを外します。 

そして初期化に使用したジャンパーピンを外します。 

 

この時、再びケースをねじ留めする前に一度ケーブルを接続して初期化ができているか

テストしてください。初期化するまでの時間が早すぎると初期化ができていなかったりす

るのを防ぐためです。 

 

初期化が完了していることを確認したら、開梱した時の逆の順番で元通りにしていきま

す。ねじ穴がずれて留めづらい場合は、一度しめ切ったねじを緩め、すべて仮留めの状態

でねじを固定してから、一つずつしめていきます。 

 

これで初期化作業は完了です。 

 

 


